
（8）技術職員名簿記入例
別紙二

30

29

28

26

27

24

25

2

8 2

23

8 2

8

8 221

22

8 2

28

18

20

19

2

8 2

17

8 2

8

16

15

14

13

8 212

8 211

10 8 2

９

８

７

６

５

４ ○

0 2 1 3 7 1月 ○○ 日 ○○ 8 ２３ Ｃ ○○ 年 ○○

1 3 7 1 第０３４５６７８９号1 1 3 1 0 2日 ○○ 8 ２ 0 1

第００１２３４５６号

２ Ｂ ○○ 年 ○○ 月 ○○

0 9 0 0 2 20 1

有資格

区分

コード

1 1 3 1月 10 日 ○○ 8 ２

生　年　月　日

審査

基準日

現在の

満年齢

1

１ Ａ 昭和40 年 10

講

習

受

講

業種

コード通番

新

規

掲

載

者

氏　　　　　名

講

習

受

講

監理技術者資格者証

交付番号

CPD単位

取得数

10

頁

（用紙Ａ４）

２ ０ ０ ０ ５

技　術　職　員　名　簿

項 番 3 5

業種

コード

有資格

区分

コード

3 5

頁 数 8 １ 0 0

右詰めで記入し空位

のカラムは「０」を記入

すること。

効率的な審査のため、技術者数が多い場合、①

標準報酬決定通知書に掲載されている、②最低

賃金が支払われていることがわかる書類順に記

載するようにお願いします。

経審を受審しない業種は記入できません！

０１ 土木工事業
   
０２ 建築工事業

０３ 大工工事業

０４ 左官工事業

０５ とび・土工工事業

０６ 石工事業

０７ 屋根工事業

０８ 電気工事業

０９ 管工事業

１０ タイル・れんが・

ブロック工事業
１１ 鋼構造物工事業

１２ 鉄筋工事業

１３ 舗装工事業

１４ しゅんせつ工事業

１５ 板金工事業

１６ ガラス工事業

１７ 塗装工事業

１８ 防水工事業

１９ 内装仕上工事業

２０ 機械器具設置工事業

２１ 熱絶縁工事業

２２ 電気通信工事業

２３ 造園工事業

２４ さく井工事業

２５ 建具工事業

２６ 水道施設工事業

２７ 消防施設工事業

２８ 清掃施設工事業

２９ 解体工事業

【参考】

 ・１人の職員につき技術職員として申請できる建設業の業種数は、

   ２業種まで。

   なお、１つの業種を２つの資格で申請することはできません。

（２業種の考え方）

例：１級土木施工管理技士（１１３）、１級建築施工管理技士（１２０）

 ：２級管工事（２３０）、配管工（１級）（１７６）

１．資格から１業種ずつ選択 → ○

→ （ ０１－１１３、 ０２－１２０  ）

２．資格から２業種選択 → ○

→ （ ０１－１１３、 １３－１１３ ）

３．１つの業種で２つの資格を申請 → ×

→ （ ０９－２３０、 ０９－１７６ ）

・「技術職員コード表」の分類に従い、該当するコードを記入

・有資格区分コード「００１」及び「００２」を記載した場合、

実務経験証明書（様式第九号（第三条関係））

→「００１」の場合はさらに卒業証明書(写)も添付

監理技術者資格証の交付を受けている者

について記載（加点可能期間：国土交通大臣

の登録を受けた講習を受講した日の属する

年の翌年から起算して５年を経過しないもの）

当該審査対象年内に新規に掲載可能と

なった者は、「新規掲載者」欄に○を記入
講習受講

「１」 一級技術者が監理技術者講習を受講

「２」 その他の場合

以下の方は、１級技術者ではないため講習を受けても

「１」は選択不可

・「００１」～「００５」の技術者

・実務経験による監理技術者資格取得者

・学科試験（第１次検定）合格 → 技士補

・実地試験（第２次検定）合格 → 技士

建設業法施行令第40条
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（９）技術職員名簿作成上の注意

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

R7年12月～ 1,023円 177,000 180,000

※２以上の事業所勤務社会保険加入者は、常勤会社の社会保険証（写）、他方が発行する非常勤証

明書（任意様式）、２以上事業所勤務被保険者決定及び標準報酬決定通知書を提出してください。

R6年10月～ 952円 165,000 170,000

第２種電気工事士のように、資格を持っていても資格取得後実務経験が必要なものがあります。

この場合は、定められた年限の実務を経験して、初めて有資格として認められます。

出向者については、出向元と出向先との間で、給与や社会保険の支払等について定めた出向契約書

や協定書などで常勤性が確認できれば、技術者として認めることができます。

なお、この場合、出向元の経営事項審査の技術者として申請することは出来ません。

「ＣＰＤ単位取得数」は、審査基準日から１年以内に取得したＣＰＤの単位数（１人当たり上限

30単位）

Ｒ5年10月～ 896円 155,000 160,000

１人の技術職員につき申請できる建設業は２業種までとなります。

 基準日前に６ヶ月を超える恒常的雇用関係にあることを健康保険等により確認し、６ヶ月に満た

ない場合は技術者として認めません。

※常勤性を確認するため、標準報酬月額・保険料月額表を提示してください。

 高年齢者雇用安定法に基づく継続雇用制度対象者については、雇用期間が限定されていても評価

対象に含めますので、「様式第３号継続雇用制度の適用を受けている技術職員名簿」にも記載して

ください。

今年の標準報酬決定通知書には名前があるが、昨年の標準報酬決定通知書にない方は、資格取得届

（受付印あり）において、審査基準日よりも前に資格取得しているか確認します。

現在、技術者が退職して会社に在籍していない場合については、社会保険資格喪失届（受付印あ

り）等で審査基準日時点で在籍していることの確認が必要です。

監査役は、通常、非常勤のため技術職員にはなれません。また、沖縄県の最低賃金を下回って雇用

されている者は、技術職員名簿に記載できません。

【最低賃金月額（参考）＝（最低賃金時給×40H×52週）／12月】

社会保険の被保険者については、最低賃金月額を標準報酬月額・保険料月額表の等級に当てはめま

す。

最低賃金時間給
最低賃金月額(参考）

（千円未満切捨て）

標準報酬月額

（参考）
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0 9 2 3 0 2月 ○○ 日 ○○ 8 ２３ Ｅ ○○ 年 ○○

2 1 4 21 2 9 2 0 1日 ○○ 8 ２ 0 9２ Ｄ ○○ 年 ○○ 月 ○○

第００１２３４５６号0 9 0 0 2 20 1 1 1 3 1月 10 日 ○○ 8 ２１ Ａ 昭和40 年 10

講

習

受

講

業種

コード

有資格

区分

コード

講

習

受

講

監理技術者資格者証

交付番号

CPD単位

取得数

10

頁

通番

新

規

掲

載

氏     名 生 年 月 日

審査

基準日

現在の

満年齢

業種

コード

有資格

区分

コード

3 5

技 術 職 員 名 簿

項 番 3 5

8 １ 0 0 1

0 9 2 3 0 2月 ○○ 日 ○○ 8 ２３ Ｅ ○○ 年 ○○

2 3 8 21 2 9 2 0 2日 ○○ 8 ２ 0 9２ Ｄ ○○ 年 ○○ 月 ○○

第００１２３４５６号0 9 0 0 2 20 1 1 1 3 1月 10 日 ○○ 8 ２１ Ａ 昭和40 年 10

講

習

受

講

業種

コード

有資格

区分

コード

講

習

受

講

監理技術者資格者証

交付番号

CPD単位

取得数

10

頁

通番

新

規

掲

載

氏     名 生 年 月 日

審査

基準日

現在の

満年齢

業種

コード

有資格

区分

コード

3 5

技 術 職 員 名 簿

項 番 3 5

8 １ 0 0 1

 前回提出した技術職員名簿と異なる有資格区分コードで申請する場合は、前回名簿（写）及び今回名

簿の該当箇所に着色し、資格等を証明する書類を提出してください。

前回提出名簿の写し

今回提出 前回と申請内容が異なる部分は、

着色等分かるようにして下さい。

様式第３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）

                                      

                                                                              

　　　　　　　　　　沖縄県知事　殿　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　

 

記載要領

　１　規則別記様式第２５号の１１・別紙２の技術職員名簿に記載した者のうち、審査基準日

　　において継続雇用制度の適用を受けている者（６５歳以下の者に限る。）について記載す

　　ること。

　２　通番、氏名及び生年月日は、規則別記様式第２５号の１１・別紙２の記載と統一すること。

※ 常時１０人以上の労働者を使用する事業者においては、継続雇用制度について定めた労働

基準監督署の受付印のある就業規則（写）も併せて提出すること。

 継続雇用制度の適用を受けている技術職員名簿

　建設業法施行規則別記様式第２５号の１１・別紙２の技術職員名簿に記載した者のうち、
下表に掲げる者については、審査基準日において継続雇用制度の適用を受けていることを証明します。

通番 氏名 生年月日

様式第３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）様式第３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）様式第３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（用紙Ａ４）
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様式第４号

（用紙A４）
　　　年　　　月　　　日

通番 氏名 生年月日 CPD単位

1 県庁　太郎 S55.1.1 16

2 県庁　次郎 S60.1.1 30

46

90

136

　審査基準日において、別紙２「技術職員名簿」に記載した者以外の職員（監理技術者
になる資格を有する者、主任技術者になる資格を有する者、１級技士補及び２級技士
補）であって、審査基準日以前に６か月を超える恒常的な雇用関係があり、かつ、雇用
期間を特に限定することなく常時雇用されている者について、下記の様式第４号に記載
して下さい。

※様式第４号に記載された方は常勤確認を行います。

１　この表は、審査基準日における許可を受けた建設業に従事する職員のうち、建設業法
第七　条第二号イ、ロ若しくはハ又は同法第十五条第二号イ、ロ若しくはハに該当する者
又は一級若しくは二級の第一次検定に合格した者であって、規則別記様式第25号の14・別
紙２に記載のない者について作成すること。

2　｢CPD単位｣の欄には、技術者がＣＰＤ認定団体によって修得を認定された単位数を、告
示別表第十八の左欄に掲げるCPD認定団体ごとに右欄に掲げる数値で除し、30を乗じた数値
を記載すること。
　なお、小数点以下の端数がある場合は、これを切り捨てる。

記載要領

CPD単位総計（①＋②）

CPD単位を取得した技術者名簿
（技術職員名簿に記載のある者を除く。）

上記技術者が取得したCPD単位の合計（①）

技術職員名簿に記載のある技術職員が取得したCPD単位合計（②）

①＋②の合計が項番49の

CPD単位取得数と一致する。

例）県庁太郎

公益社団法人空気調査・衛生工学会から「28」単位認定されている場合

28÷50×30＝16.8 よって16を記入する。

技術職員名簿に記載のある技術者については、記載不要です。
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項番50

（W10）技能レベル向上について

様式第５号 （用紙A４）

　　年　　月　　日

通番 氏名 生年月日 評価日
レベル

向上の有無
控除対象

1 Ａ S40.10.10 R4.1.1 ○

2 Ｂ 〇〇〇〇 R2.6.30 ○

3 ア 〇〇〇〇

4 ウ 〇〇〇〇

6 エ 〇〇〇〇

合計 6（人） 2（人） ０（人）

３　｢レベル向上の有無｣の欄には、審査基準日以前三年間に、能力評価基準により受けた評価の区分が、審査基準日の三年

前の日以前に受けた最新の評価の区分より１以上上位であった者に該当する場合に、○印を記載すること。

４　｢控除対象｣の欄には、審査基準日の３年前の日以前に能力評価基準により評価が最上位の区分に該当するとされた者の

場合に、○印を記載すること。

５　本表の最後の行には、作成対象となる技能者、｢レベル向上の有無｣の欄に○印が記載された者、｢控除対象｣の欄に○印

が記載された者、それぞれの合計人数を記載すること。

２　｢評価日｣の欄には、技能者が審査基準日以前において認定能力評価基準により評価を受けている場合、その最も新しい

評価を受けた日を記載すること。

技能者名簿

記載要領

１　この表は、審査基準日における許可を受けた建設業に従事する職員のうち、審査基準日以前三年間に、建設工事の施工

に従事した者であって、建設業法施行規則第十四条の二第二号チ又は同条第四号チに規定する建設工事に従事する者に該当

する者（ただし、建設工事の施工の管理のみに従事した者は除く。）について作成すること。

審査基準日の3年前の日以前にレベル４

を受けている者がいる場合「○」を記入

審査基準日から３年以内に１以上レベルアップした場合（レベル２

以上の評価を受けた方）に「○」を記入

・評価なしは、レベル１と同等

例）審査基準日 R4.6.30 Aさん

R4.1.1に初めて「レベル2」の評価を受けた場合、

・レベル１（審査基準日の３年間の日以前は評価なし）

からレベル2へと評価が1段階アップしている。

→レベル向上の有無に「○」を記入

項番50の「控除対象者数」項番50の「技能レベル向

上者数」と一致

項番50の「技能者数」と一致

審査基準日以前について、能力評価基準による評価を

受けた最も新しい評価を受けた日を記入

技能者は、審査基準日以前３年間に建設工事の施工に従事した者（施行体制台帳の作業員名簿

を作成する場合に記載される者）であり、監理技術者や主任技術者といった建設工事の施工の

管理のみに従事した者は除きます。

※レベル向上の有無に○がある方、控除対象の方は、常勤確認を行います。

＊項番49「ＣＰＤ単位取得数」欄、項番50「技能レベル向上者数」欄の両方がゼロの場合、

この名簿は提出不要です。

*技術者であり技能者でもある人は、技術者・技能者両方の評価の対象となりますので、両方

の名簿に掲載ください。

記入順

①技術職員名簿に記載のある技能

者から記入

②続いて、技術職員名簿には記載

がない技術者を記入
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一次会社名
・事業者ID

（　次)会社名
・事業者ID

１.※印欄には次の記号を入れる。

 …現場代理人  …作業主任者（（注）2.)
 …主任技術者  …職　長
 …危険有害業務・再発防止教育

　　　　　　　　作　　業　　員　　名　　簿

（Ｒ６年　１２月　１日作成)
元請
確認欄事業所の名称

・現場ID
Ｒ６○○道路工事  本書面に記載した内容は、作業

員名簿として安全衛生管理や労働
災害発生時の緊急連絡・対応のた
めに元請負業者に提示することに
ついて、記載者本人は同意してい
ます。

所長名 ○○　○○ 提出日　　Ｒ６年　１２月　１日

株式会社○○建設
＊＊＊＊＊

番
号

ふりがな

職
種

※

生年月日 健康保険 建設業退職金
共済制度

教　育・資　格・免　許

雇用保険

入場年月日

氏名 年金保険

年齢
中小企業退職金

共済制度
雇入・職長
特別教育

技能講習 免　許
受入教育
実施年月日技能者ID

2

・

土木工
電気工

○○年○月○日
協会けんぽ

有

Ａ 厚生年金

○○歳 無

有

1

・

土木工

Ｓ４０年１０月１０日
協会けんぽ

2級土木施工管理技士

年　月　日

年　月　日雇用保険 ＊＊＊＊

1級土木施工管理技士

年　月　日

Ｂ 厚生年金

○○歳 無 年　月　日雇用保険 ＊＊＊＊

3

・

土木工

○○年○月○日
協会けんぽ

Ｃ 厚生年金

○○歳
雇用保険 ＊＊＊＊

有

1級土木施工管理技士

年　月　日

無 年　月　日

年　月　日雇用保険 ＊＊＊＊

有

2級土木施工管理技士

年　月　日

ア 厚生年金

○○歳 無

雇用保険 ＊＊＊＊

有

1級土木施工管理技士

年　月　日

6

・

土木工

○○年○月○日
協会けんぽ

ウ 厚生年金

○○歳

年　月　日

5

4

・

土木工

１１．記載事項の一部について、別紙を用いて記載しても差し支えない。

 …外国人技能実習生 ７．雇用保険欄には右欄に被保険者番号の下４けたを記載（日雇労働被保険者の場
合には左欄に「日雇保険」と記載）。事業主である等により雇用保険の適用除外で
ある場合には左欄に「適用除外」と記載。
８．建設業退職金共済制度及び中小企業退職金共済制度への加入の有無について
は、それぞれの欄に「有」又は「無」と記載
９．安全衛生に関する教育の内容（例：雇入時教育、職長教育、建設用リフトの運
転の業務に係る特別教育）については「雇入・職長特別教育」欄に記載
１０．建設工事に係る知識及び技術又は技能に関する資格（例：登録○○基幹技能
者、○級○○施工管理技士）を有する場合は、「免許」欄に記載

３．各社別に作成するのが原則だが、リース機械等の運転者は一緒でも
よい。
４．資格・免許等の写しを添付することが望ましい。

 …安全衛生責任者
 …能力向上教育

 …１号特定技能外国人  …18歳未満の作業員 ６．年金保険欄には、左欄に年金保険の名称（厚生年金、国民年金）を記載。各年
金の受給者である場合は、左欄に「受給者」と記載 …外国人建設就労者  …女性作業員

雇用保険 ＊＊＊＊

２.作業主任者は作業を直接指揮する義務を負うので、同時に施工されて
いる他の現場や、同一現場においても  他の作業個所との作業主任者を
兼務することは、法的に認められていないので、複数の選任としなけれ
ばならない。

５．健康保険欄には、左欄に健康保険の名称（健康保険組合、協会けんぽ、建設国
保、国民健康保険）を記載。上記の保険に加入しておらず、後期高齢者である等に
より国民健康保険の適用除外である場合には左欄に「適用除外」と記載

○○年○月○日
協会けんぽ

土木工
電気工

○○年○月○日
協会けんぽ・

有 年　月　日

無 年　月　日

イ 厚生年金

○○歳 無

現 作

女

主 職 安

能

習

就

１特 未

再

作業員名簿（施工体制台帳の一部）の作成義務について

・公共工事：発注者から直接請け負った公共工事を施工するために下請契約を締結したとき

・民間工事：発注者から直接請け負った建設工事を施工するために締結した下請契約の総額が5,000万円

（建築一式工事にあっては、8,000万円）以上

提出する作業員名簿

（１）原則、審査基準日時点で稼働している工事現場に関するもの

（２）該当の工事現場が無い場合、審査基準日直近の工事現場に関する作業員名簿等

（＊「作業員名簿」と「技能者名簿」は一致しない場合もあります）

＊監理技術者や主任技術者といった建設工事の施工の管理のみに従事した者は、審査の段階で除いて計算します

（但し、別の工事現場で作業員として従事した場合は、その旨メモ書きください。）。この

現

安
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様式第九号（第三条関係）

記載要領

　１　この証明書は、許可を受けようとする建設業に係る建設工事の種類ごとに、被証明者１人について、証明者別に作成すること。

　２　「職名」の欄は、被証明者が所属していた部課名等を記載すること。

　３　「実務経験の内容」の欄は、従事した主な工事名等を具体的に記載すること。

　４　「合計　満　年　月」の欄は、実務経験年数の合計を記載すること。

　　年　　月から　　年　　月まで

工事係員  H21年　２月から H21年　５月まで

工事係員

工事係員

 H22年　５月から H22年　10月まで

 H25年　４月から H25年　10月まで

使 用 者 の 商 号
又 は 名 称

職 名

工事係員

実　 務　 経　 験　 年　 数

○○　△△

実 務 経 験 の 内 容

○○リゾートマンションインテリア工事（普通作業員）

平成○○年△△月□□日
使用された
期 間

　平成５年　　４月から

工事課長

工事係長

××カントリークラブハウスインテリア工事（品質管理担当）

工事係長

 H25年  11月から H26年　３月まで

 H26年   7月から H26年　11月まで

○□カントリークラブハウスインテリア工事（品質管理担当）

県立図書館防音工事（品質管理担当）

工事係長

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

合計　　満　　　３年　10月○

　　年　　月から　　年　　月まで

　　年　　月から　　年　　月まで

（用紙Ａ４）

記

実　　務　　経　　験　　証　　明　　書

下記の者は、内装仕上げ　工事に関し、下記のとおり実務の経験を有することに相違ないことを証明します。

令和 　　　年　　　月　　　日

被証明者との関係

　平成30年　　１月まで

 H20年　６月から H20年　11月まで

（株）○○工業

生年月日

 H27年  ６月から H27年　12月まで

 H28年  １月から H28年　６月まで

職員住宅内装間仕切り工事（品質管理担当）

△△リゾートマンションインテリア工事（品質管理担当）

使用者の証明を得ることが
できない場合はその理由

証 明 者

○○カントリークラブハウスインテリア工事（品質管理担当）

□□リゾートマンションインテリア工事（普通作業員）

技 術 者 の 氏 名

この様式は、実務経験により専任技術者に
なる場合等に必要です。

証明する実務経験の業種を必ず記入すること。

日付を記入する。

証明者は、証明しようとする期間、被証明者が在籍していた、法人の代表者又は個人の事業主

法人の場合は、登記簿上の住所・法人名・代表者役職・代表者氏名を記入
個人の場合は、営業所の住所・屋号・役職（事業主）・事業主氏名を記入

押印不要
（R3.1.1から）

証明者の立場から見た被証明者との関係を記
入する。（例：役員、社員、従業員など）

住民票の漢字に合わせること。

実務経験を得た当時の商号または名称を記入する。

使用者と証明者が異なる場合は、その理由を記入する。

例） 平成○○年○○法人解散のため○○○
平成○○年○月事業主死亡のため

当該ページの実務経験年数の合計を記入する。

実務経験により専任技術者になる場合の確認書類について

(1) 証明者が、証明期間及び対象業種において建設業許可を有している場合
建設業許可通知書の写し

(2) 証明者が、証明期間及び対象業種において建設業許可を有していない場合
契約書、請書、注文書、請求書等の写し（年３件程度）

※契約書等が提示できない場合に限り、発注証明書でも可（発注者の押印が必要）

※当該経験期間の雇用関係（常勤性）が確認できる書面の提示も必要です。
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テキストボックス
確認書類について




 （１）提出書類

項番 提出書類及び提示書類

□経営規模等評価申請書総合評定値請求書（様式第二十五号の十四）

□別紙一 工事種類別完成工事高 工事種類別元請完成工事高

□別紙二 技術職員名簿

 ・健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書の算定順に沿って記載すること。

□別紙三 その他の審査項目（社会性等）

□経営状況分析結果通知書（様式第二十五号の十三）

□審査手数料証紙貼付書

 ・県証紙を貼付。右上に許可番号・商号・証紙金額・申請及び請求業種数記載すること。

□前回の経営規模等評価申請書(写)等及び経営規模等評価結果通知書（写）及び経営状況分析結果通知書（写）

 ・決算期変更がある場合、前回の経営状況分析結果通知書（写）がない場合は、年度報告の様式第一六号損益計算書、

または税務申告書など、換算内容がわかる書類の写しを提出

□建設業許可通知書（写）

□【提示書類】前回の経営事項審査申請書類（副本）

□【提示書類】建設業許可申請書（控）

□【提示書類】変更届（控）

下記書類のうちいずれか

□法人番号指定通知書（写）

□国税庁法人番号公表サイトの法人情報

□直前三年の各営業年度における工事施工金額（規則別記様式第３号）の写し

□工事種類別（元請）完成工事高付表（経営事項審査の事務取扱について（通知）様式第１号）

 ・完成工事高・元請完成工事高に振替がある場合に提出

□様式第二号 工事経歴書（写）

   ・審査対象事業年度分（直１）の経審受審する全ての業種

 ・とびの完成工事高の振替を選択する場合は、直１～直２又は直１～直３の工事経歴書（写）を提出してください。

□審査対象事業年度分（直１）の経審を受審する全ての業種の工事経歴書記載の請負代金上位３件分の建設工事に係る

「契約書」又は「注文書及び請書」（写）

 ・注文書と請書はセットで提出してください。

 ・工事経歴書記載の工事名だけでは業種を判断できない場合、建設業許可事務ガイドラインに示されている業種区分

  と異なった分類をしている場合は、上位３件以外の契約書等の確認を求める場合もあります。

 ・新規申請及び業種追加を行った後、新たに受審する追加業種については、２年平均の場合は、審査対象事業年度分

 （直１）及び前審査対象事業年度分（直２）、３年平均の場合は加えて前々審査対象事業年度分（直３）を提出

 ・特殊経審(法人成、合併等)は、受審する決算期毎の工事経歴書（写）、契約書又は注文書・請書の提出が必要で

  す。

□消費税及び地方消費税納税証明書（その１・納税額等証明書用）（写）※審査対象事業年度分（直１）

□【提示書類】

 （法人）法人税確定申告署別表一（電子申請の場合は、受審通知も含む）及び決算報告書のうち損益計算書（写）

□【提示書類】

（個人事業主）所得税確定申告書第一表（電子申告の場合は受審通知を含む）、第二表及び収支内訳書又は青色申告決算

書（写）

□ 【提示書類】 消費税及び地方消費税確定申告署控え及び添付書類（写）

（電子申告の場合は、受信通知を含む）

【41】

雇用保険の加入

□労働保険概算・確定申告書（写）及び保険料納付の領収書証（写）又は労働保険料納付状況証明書（写）

 ・審査基準日を含む年度の納付を確認します。

 ・審査基準日が概算保険料の算定期間内の申告書を提出してください。

 ・口座振替による支払いをしている場合は、証明書、WEBの領収画面のプリントアウト等で支払いの分かるもの

      を添付してください。但し、申請書提出時点で口座振替期日前の場合は、口座振替が確認できる直近のもので可

   ・雇用保険料を分納している時は、申請時点で直近の期に係る領収書証（写）を添付してください。

 ・労働保険か雇用保険の納付があること。労災のみの納付は不可

 ・項番45の法定外労災が準記名式の場合は、労災保険に係る証明も添付

申請書様式

必須書類

【７】

法人番号

【31～34】

工事種類別

（元請）

完成工事高

３．申請に必要な提出書類・提示書類

年度報告

（決算変更届）の

際に提出・提示く

ださい。

前回の申請書

＝（申請書、完工高、その他審査項目、技術職員名簿等）
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項番 提出書類及び提示書類

 【42，43】

健康保険の加入、

厚生年金保険加入

□健康保険料・厚生年金保険料納入確認書（写）

 ・審査基準日を含む月までの納付が確認できる証明書が必要です。

【44】

建設業退職金共済

事業加入

□建設業退職金共済事業加入･履行証明書（写）

 ・審査基準日時点で、加入していることが必要です。

下記の書類のいずれか

〈退職一時金〉

□勤労者退職金共済機構（中退金）加入証明書（写）

□特定退職金共済制度加入証明書（写）

□就業規則（退職金規程）（写）

 ・従業員が１０名以上の場合には、就業規則には労働基準監督署の受付印があるもの。

 ・就業規則においては、【項番45】の作成上の注意にある要件を全て満たすこと。

□【提示書類：自社退職金制度の確認】年度報告の財務諸表又は税務申告書、総勘定元帳（支払実績の有無、引当金の確認）

〈企業年金〉

□厚生年金基金への加入を証明する書面（写）

□適格退職年金契約書（写）

□確定拠出年金運営管理機関の発行する確定拠出年金への加入を証明する書面（写）

□確定給付企業年金の企業年金基金の発行する企業年金基金への加入を証明する書面（写）

□資産管理運営機関との間の契約書（写）

【46】

法定外労働災害補

償制度加入

下記書類のいずれか（写）

□（公財）建設業福祉共済団への加入を証明する書面

□（一社）全国建設業労災互助会への加入を証明する書面

□全日本火災共済協同組合連合会又は（一社）全国労働保険事務組合連合会の労働災害保険に加入を証明する書面

□労働災害総合保険若しくは準記名式の普通傷害保険の保険証券の写し

□中小企業等協同組合法の認可を受けて共済事業を行う者に加入していることを証明する書面

 ・審査基準日に加入していることが証明できるもの

 ・【項番46】の作成上の注意にある要件を全て満たすこと。

 ・（公財）建設業福祉共済団の加入証明書は写しでも可

 ・上記の書類で要件が確認できない場合は、保険約款等（写）（要件に該当する部分にマーカーすること）

【49】

ＣＰＤ単位の

取得数

□ＣＰＤ単位を取得した技術者名簿（様式第４号）

 ・様式第４号に記載する技術職員は、「別紙二技術職員名簿」に記載の技術職員以外の者になります。

□ＣＰＤ認定団体によるCPD取得単位証明書（実績証明書）（写）

 ・ＣＰＤ取得単位証明書については、審査基準日以前1年間のＣＰＤ取得単位に係るもので、各ＣＰＤ認定団体よ

  り発行されるものです。発行手続き等につきましては、各CPD認定団体に御確認ください。

□様式第４号に記載した技術者に係る検定若しくは試験の合格証その他資格を証明する書面（写）

□【提示書類】技術職員、技術者及び技能者の常勤性及び６ヶ月を超える雇用を確認する書類（別表参照）

【50】

技能レベルの

向上者数

□技能者名簿（様式第５号）

 ・様式第５号は、「別紙二技術職員名簿」に記載がある職員も該当がある場合は、記載してください。

□能力評価（レベル判定）結果通知書（写）

□工事施工台帳の作業員名簿等（写）

 ・申請者が作成建設業者又は下請負人となった建設工事に関する施工体制台帳のうち、作業員名簿等に掲げる事項が記

載された部分（審査基準日時点で稼働している工事現場に関するもの。該当の工事現場がない場合は、審査基準日直近の

工事現場に関する作業員名簿等を提出）

□【提示書類】様式第5号技能者名簿中のレベル向上の有無が○の者及び控除対象に○の者は、「技術職員、技術者及び

技能者の常勤性及び６ヶ月を超える雇用を確認する書類（別表参照）」が必要

【51∼53】

ライフワークバラ

ンスに関する取組

の状況について

各認定を取得し、かつ審査基準日において認定取り消し又は辞退がなされておらず、厚生労働省により認定企業として認

められていることをが確認できる書類（認定証の写し等）

□【項番５１】えるぼし認定・プラチナえるぼし認定

□【項番５２】くるみん認定、プラチナくるみん認定、トライくるみん認定

□【項番５３】ユースエール認定

【45】

退職一時金制度も

しくは企業年金制

度の導入
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項番 提出書類及び提示書類

【54】

元請ccus

措置状況

□様式第６号

（建設工事に従事する者の就業履歴を蓄積するために必要な措置を実施した旨の誓約書及び情報共有に関する同意書）

□国、特殊法人等又は地方公共団体と締結している防災協定書（写）

 ・【項番57】の作成上の注意に記載のある団体は、防災協定書（写）の提出は省略可（※）

【58】

営業停止処分の

有無

□【提示書類】営業停止命令書（写）

【59】

指示処分の有無
□【提示書類】指示書（写）

□「１」会計監査人の設置を行っている場合は、有価証券報告書（写）または監査証明書（写）

□「２」会計参与の設置を行っている場合は、会計参与報告書(写）

□「３」の場合は、「経理事務の適性を確認した旨の書類（様式第2号）」に自らの署名をしたもの（原本）

□【提示書類】「１」「２」の場合、商業登記簿（写）、「３」の場合、常勤性を確認する書類（別表参照）

〈公認会計士〉

□公認会計士法第28条の規定による研修の受講を証明する書面（写）

〈税理士〉

□所属税理士会が認定する研修の受講を証明する書面（写）

〈１級及び２級建設業経理事務士〉

□合格年度の翌年度から5年を経過していない合格を証明する書面（写）または、登録経理講習受講年度の翌年度から５

年を経過していない受講を証明する書面（写）

□【提示書類】審査基準日時点の常勤性を確認する書類（別表参照）

 ・社会保険適用事業所は、健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書（審査基準日を含む年度）に掲載

      があるかを確認し、最低賃金（時給）を確認します。被扶養者は、常勤性は認められないため加点の対象外とな

     ります。

 ・社会保険適用除外の場合は、源泉徴収簿で審査基準日を含む月において時給が最低賃金を上回っていることを

  確認します。

【63】

研究開発費

□注記書（様式１７号の２）の２期分を提出

 ・会計監査法人の設置会社の場合

□建設機械保有状況一覧表

□売買契約書（写）又はリース契約書（写）、自動車車検証（ダンプ）

 ・【項番６４】の作成上の注意を御確認ください。

□移動式クレーンは移動式クレーン検査表（写）、ダンプは自動車検査証（写）、その他の建設機械は特定自主検査記録表（写）

□エコアクション２１、ISO９００１、ISO１４００１の登録証（写）

□付属書（写）

 ・審査基準日時点で有効であること。

 ・活動内容に建設業が含まれていること。

 ・認証範囲に建設業が含まれていない場合及び認証範囲が一部の支店等に限られている場合は、加点対象となりません。

【60】

監査の受審状況

【61,62】

公認会計士等の

数、２級登録経理

試験合格者の数

【64】

建設機械の

保有状況

【65∼67】

国又は国際標準化

機構が定めた規格

による登録の状況

【57】

防災協定締結の

有無 □（※）社団法人等の団体が国、特殊法人等又は地方公共団体と締結している場合は当該団体に加入し、防災活動に一定

の役割を果たすことを当該団体の長が証する書面（審査基準日の記載があること）
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項番 提出書類及び提示書類

□別紙二 前回の技術職員名簿（写）

 前回の経営事項審査において審査を受けている技術職員名簿と同様の申請の場合は、有効期限の定めがなく、変更がな

い限りにおいて、資格等を証明する書類の提出は不要となり、前回提出した技術職員名簿（写）で確認します。

□監理技術者資格者証の表裏(写）及び監理技術者講習修了履歴(写）

 ・1級監理受講者がいる場合（講習受講１）は毎回提出

 ・建設業法第１５条第２号イ、ロ、ハ該当者（有資格者コード005）について、監理技術者資格者証に実経（業種）の

記載がある場合は、記載の業種において評価します。

下記のうち必要な書類

□合格証（写）

□免状等（写）

□卒業証明書（写）

□様式第9号（第三条関係）実務経験証明書

□能力評価（レベル判定）結果通知書（写）

・前年受審時の技術職員名簿と同様の業種及び有資格コードの場合は、提出不要

・技術職員名簿記載順に並べること。

・解体業の技術者は、前回同様の申請内容でも資格等を証明する書類は必要です。（経過措置終了により確認必要）

・免状等が旧姓の場合は、官公庁又は公的機関が発行した書類の写しが必要です（国民健康保険証・健康保険被保険者

証、運転免許証、住民票等）。前回で確認済の場合は不要

□継続雇用制度の適用を受けている技術職員名簿（経営事項審査の事務取扱について（通知）様式第３号）

□継続雇用制度について定めた労働基準監督署の受付印のある就業規則（写）

 ・就業規則は、常時10人以上の労働者を使用する企業の場合に提出

□外国子会社並びに建設業者及び外国子会社についての数値の認定書

□契約後VEに関する書類

□委任状（委任者の押印必要）

※提出者が本人及び従業員以外であれば委任状（原本）を提出してください。

注２：必要に応じて、追加資料の提出等を求める場合があります。

 （２）提出部数

必要がある場合に

提出

注１：申請後に窓口や電話等で補正があった場合は、控えの申請書等にも補正の内容を確実に反映させてください。

  正本１部（提出用）・副本１部（申請者控え） 申請書等の紛失防止のため、正本はフラットファイル等に編纂してください。

    総合評定値(p)請求と経営規模等評価(XYZ)申請を同時に行う場合は、事前に経営状況分析（Ｙ）の審査を受ける必要があります。

【81，82】

技術職員名簿

□【提示書類】技術職員、技術者及び技能者の常勤性及び６ヶ月を超える雇用を確認する書類（別表参照）

 ・技術職員名簿記載順に並べること。
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 別表）技術職員、技術者及び技能者の常勤性及び６ヶ月を超える雇用を確認する書類 

健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書（写）

又は健康保険・厚生年金保険被保険者資格取得届（確認印があるもの）（写）

又は厚生年金保険70歳以上被用者該当届・算定基礎届（写）

B 国民健康保険被保険者証（写）又は後期高齢者被保険者証（写）

C 雇用保険被保険者証（写）又は雇用保険被保険者証資格取得等確認通知書（写）

D

E 住民税特別徴収税額決定通知書（特別納税義務者用）（写）

F

直近の法人税確定申告書（写）（受付印のある表紙）

及び法人税申告書勘定科目内訳書(写)(役員報酬欄に氏名の記載があるもの)

H 建設業許可書に添付した別紙一「役員一覧表」（常勤役員となっているか確認します。）

A B C D E F G H

○

A B C D E F G H

事業主 ○

法人役員の後期高齢者等 ○ ○ ○ ○

専従者

（事業主と同世帯）
○ △ △

家族従業員

（事業主と同世帯）
○ △ △

従業員 ○ ○

※○は必須書類、△のうちいずれか一つの書類が必須

※専従者、家族従業員について、上記の書類で事業主と同世帯ということが確認できない場合は、

 住民票謄本（写）も提示ください。

※出向者の方は上記の確認に加えて出向契約書（写）又は協定書（写）を提示してください。

※確定申告関係を電子申請している場合は、受信メールの提示が必要です。

※上記書類で確認できない場合は、他の書類を求めることもあります。

※２以上の事業所勤務社会保険加入者は、常勤会社の社会保険証（写）、他方が発行する非常勤証明書（任意様

式）、２以上事業所勤務被保険者決定及び標準報酬決定通知書を提出してください。

A

G

所得税源泉徴収簿（写）※審査基準日前6ヶ月超の雇用が確認できる期間分

直近の所得税確定申告書（受付印のある表紙）及び

所得税確定申告書のうち収支内訳書又は青色申告計算書（専従者給与額及び給与支払者の記載がある

部分）（写）

※ 審査基準日６ヶ月を超える雇用を確認しますので、健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通

知書、厚生年金保険70歳以上被用者該当届（算定基礎届）、源泉徴収簿などは、審査基準日によって２期

分が必要となる場合があります。(例示参照)

社会保険被保険者

社会保険適用除外

※報酬が最低賃金を下回る場合は、技術者として申請できません。（専従者、家族従業員、役員除く。）
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６ヶ月と１日前 ～ 審査基準日(決算日)

　令和7年 4月30日 ～ 令和7年10月31日

5月29日 ～ 11月30日

6月30日 ～ 12月31日

7月30日 ～  令和8年  1月31日

8月27日 ～ 2月28日

9月30日 ～ 3月31日

10月29日 ～ 4月30日

11月30日 ～ 5月31日

12月29日 ～ 6月30日

　令和8年 1月30日 ～ 7月31日

2月29日 ～ 8月31日

3月29日 ～ 9月30日

4月30日 ～ 10月31日

     別表）技術職員、技術者及び技能者の常勤性及び６ヶ月を超える雇用を

確認する書類について

必要となる標準報酬決定通知書

令和6年度・令和7年度

〃

令和7年度・令和8年度

〃

〃

〃

〃

令和7年度

〃

常勤確認必要期間

〃

〃

〃

〃

健康保険・厚生年金被保険者標準報酬改定通知

最低賃金月額による標準報酬月額を上回っているか。（１８０千円）

Ａ
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別表）技術職員、技術者及び技能者の常勤性及び６ヶ月を超え

る雇用を確認する書類のDについて

審査基準日（12/31）から、6ヵ月
超の雇用があるか。

最低賃金を満たした月額になっ

ているか。

Ｄ
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　別表）技術職員、技術者及び技能者の常勤性及び６ヶ月を超える雇用を確認する書類ついて

青色申告決算書 申請者

（個人事業主名）

従業員の記載があるか

白色申告決算の方

申請の事業所名が

記載されているか

従業員の記載があるか

専従者の記載があるか

専従者の記載があるか

Ｆ
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（１）決算期変更があった場合 

   【３月決算の建設業者が令和４年度から１２月決算に変更した場合】 

  

 例１．２年平均の場合 

  Ａ：基準決算  令和６年４月１日～令和６年１２月３１日（ ９ヶ月） 

  Ｂ：前  期   令和５年４月１日～令和６年 ３月３１日（１２ヶ月） 

  Ｃ：前 々 期   令和４年４月１日～令和５年 ３月３１日（１２ヶ月） 

 

       Ｃ(12 ヶ月)     Ｂ(12 ヶ月)     Ａ(９ヶ月)                     

           

  決算               決算       決算        決算(審査基準日) 

 

                完成工事高・元請完成工事高、利益額にはこの２４ヶ月分を使用 

                                   ↓ 

             Ｃ(前々期)から、３ヶ月を持ってくる。 (Ｃの金額×3/12 を加算する) 

                     

      

 

項番３１ 

  自 ０ ５ 年０ １ 月  至 ０ ５ 年１ ２ 月       自 ０ ６ 年 ０ １ 月  至 ０ ６ 年１ ２月  

   

 

 

 

  例２．３年平均の場合＊利益額は２期平均の為、例１と同様に計算する。 

  Ａ：基 準 決 算  令和６年４月１日～令和６年１２月３１日（ ９ヶ月） 

  Ｂ：前   期   令和５年４月１日～令和６年 ３月３１日（１２ヶ月） 

  Ｃ：前  々  期   令和４年４月１日～令和５年 ３月３１日（１２ヶ月） 

Ｄ：前 々々 期    令和３年４月１日～令和４年 ３月３１日（１２ヶ月） 

 

     Ｄ(12 ヶ月)   Ｃ(12 ヶ月)    Ｂ(12 ヶ月)   Ａ(９ヶ月)                      

                

   決算      決算          決算      決算     決算(審査基準日) 

 

               完成工事高・元請完成工事高はこの３６ヶ月分を使用 

                                     ↓ 

             Ｄ(前々々期)から、３ヶ月を持ってくる。（Ｄの金額×3/12 を加算する。) 

 

審査対象営業年度の前審査対象営業年度 

又は前々審査対象営業年度 

審査対象営業年度 

審査対象営業年度の 

前審査対象営業年度 

５年 4 月～５年 12 月 

５年 1 月～５年 3 月 

審査対象営業年度の 

前々審査対象営業年度 

 

６年４月～６年 12 月 
６年 1 月～６年 3 月 （手書きで記入する） 

1. 2 年 

2. 3 年 

４．その他留意事項 
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項番３１ 

   自 ０ ４ 年 ０ １ 月 至 ０ ５ 年１ ２ 月      自 ０ ６ 年 ０ １ 月 至 ０ ６ 年 １ ２月 

   

 

 

 

 （２）「審査基準日以前に６ヶ月を超える恒常的な雇用関係」の期間計算 

審査基準日（決算日）の前日が起算日となります。 

起算日の６ヶ月前の月の応当日の翌日が６ヶ月前となります。ただし、応当日が存在しな

い場合には、翌月の初日が６ヶ月前となります。６ヶ月前の前日が「６ヶ月と１日前」とな

ります。 

審査基準日（決算日）から「６ヶ月と１日前」以前から恒常的な雇用関係のある技術者が

評価対象となります。 

代表的な審査基準日での該当日は以下のとおりです。 

審査基準日(決算日) 起算日 ６ヶ月前 ６ヶ月と１日前 

令和６年 10 月 31 日 令和６年 10 月 30 日 令和６年 5 月 1 日 令和６年 4 月 30 日 

 〃 11 月 30 日  〃 11 月 29 日  〃 5 月 30 日  〃 5 月 29 日 

 〃 12 月 31 日  〃 12 月 30 日 〃  7 月 1 日  〃 6 月 30 日 

令和７年 1 月 31 日 令和７年 1 月 30 日 〃  7 月 31 日 〃 7 月 30 日 

〃  2 月 28 日 〃  2 月 27 日 〃  8 月 28 日  〃 8 月 27 日 

〃  3 月 31 日 〃  3 月 30 日 〃  10 月 1 日 〃 9 月 30 日 

〃  4 月 30 日 〃  4 月 29 日 〃 10 月 30 日 〃 10 月 29 日 

〃  5 月 31 日 〃  5 月 30 日 〃  12 月 1 日 〃 11 月 30 日 

〃  6 月 30 日 〃  6 月 29 日 〃 12 月 30 日 〃 12 月 29 日 

〃  7 月 31 日 〃  7 月 30 日 令和７年 1 月 31 日 令和６年 1 月 30 日 

〃  8 月 31 日 〃  8 月 30 日 〃  3 月 1 日 〃  2 月 28 日 

〃  9 月 30 日 〃  9 月 29 日 〃  3 月 30 日 〃  3 月 29 日 

 

 （３）合併・譲渡・分割等の場合 

合併・譲渡・分割等にあたっては、あらかじめ（契約を締結する１ヶ月前までに）沖縄県

技術・建設業課の建設業許可及び経営事項審査の担当までご相談ください。なお経営事項審

査については、会社の合併・譲渡・分割期日または登記の日を審査基準日として受けること

ができます。 

審査対象営業年度の前審査対象営業年度 

又は前々審査対象営業年度 

 
審査対象営業年度  

審査対象営業年度の 

前審査対象営業年度 

５年 4 月～５年 12 月 

５年 1 月～５年 3 月 

審査対象営業年度の 

前々審査対象営業年度 

４年 4 月～４年 12 月 

４年 1 月～４年 3 月 

６年４月～６年 12 月 
６年１月～６年 ３月  （手書きで記入する） 

1. 2 年 

2. 3 年 
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特殊な経営事項審査の取扱い 

 

【事業承継、法人成】 

下記の要件を満たす場合は、完成工事高、利益額、営業年数を引継ぐことができます。 

承継日又は法人設立日を審査基準日として申請してください。 

 

＜事業承継＞（個人→配偶者又は２親等以内の者） 

当期事業年度開始日から遡って２年以内（又は３年以内）に建設業者（許可のある個人に

限る。以下「被承継人」という。）から建設業の主たる部分を承継した者（以下「承継

人」という。）がその配偶者又は２親等以内の者であって、次のいずれにも該当する場合

は可能です。 

① 被承継人が建設業を廃業すること。 

② 被承継人の事業年度と承継人の事業年度が連続すること。 

③ 承継人が被承継人の業務を補佐した経験を有すること。 

  

＜法人成＞（個人の建設業者→法人の建設業者） 

当期事業年度開始日から遡って２年以内（又は３年以内）に建設業者（許可のある個人に

限る。以下「被承継人」という。）から建設業の主たる部分を承継した者（新規に設立し

た法人に限る。以下「承継法人」という。）であって、次のいずれにも該当する場合は可

能です。 

① 被承継人が建設業を廃業すること。 

② 被承継人が50％以上出資して設立した法人であること。 

③ 被承継人の事業年度と承継法人の事業年度が連続すること。 

④ 承継法人の代表権を有する役員が被承継人であること。 
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【経審】業種別技術職員コード表
　　　　「５」･･･５点（技術職員区分：１級） 「１」･････１点（技術職員区分：その他）

　　　　「４」･･･４点（技術職員区分：監理補佐）

　　　　「３」･･･３点（技術職員区分：基幹技能者）

　　　　「２」･･･２点（技術職員区分：２級） 「♯」・・・平成２７年度までの合格者は、解体工事業の実務経験（１年以上）又は登録解体工事業講習受講が必要

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

土 PC 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

００１ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

００２ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

００３ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

００４ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

００５ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

１１１ 5 5 5 5 5

１１Ｆ

２１２ 2 2 2 2 2

２１Ｇ

１１３ 5 5 １※ 5 5 5 １※ １※ 5 5 １※ 5 5 5 １※ １※ １※ 5 １※ 5♯

１１H １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※

２１４ 2 2 １○ 2 2 2 １○ １○ 2 2 １○ 2 2 １○ １○ １○ １○ 2 １○ 2♯

２１Ｊ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

２１５ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ 2 １○ １○ １○ １○ １○ １○

２１Ｋ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

２１６ １○ 2 2 １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

２１Ｌ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

１２０ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 １※ 5 5 １※ １※ １※ 5♯

１２Ｃ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※

２２１ 2 １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ 2

２２２ 2 １○ 2 2 １○ １○ 2 2 2 2 １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ 2♯

２２３ 2 2 １○ １○ 2 2 2 １○ 2 2 2 2 2 １○ 2 2 １○ １○ １○ １○

２２Ｄ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

１２７ 5 １※ １※

１２Ｅ １※ １※

２２８ 2 １○ １○

２２Ｆ １○ １○

１２９ 5 １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※

１２Ｇ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※

２３０ 2 １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

２３Ａ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

１３１ ５

１３Ｂ

２３２ ２

２３Ｃ

１３３ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ 5 １※ １※ １※ １※

１３Ｄ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※ １※

２３４ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ 2 １○ １○ １○ １○

２３Ｅ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○ １○

土 PC 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

    →　R5.7.1以降に審査基準日を迎える申請が対象
「１※」･･･１点（合格後、実務経験３年）　　

「１○」･･･１点（合格後、実務経験５年）

１級電気通信工事施工管理技士補

２級電気通信工事施工管理技士補

２級電気工事施工管理技士補

１級管工事施工管理技士補

２級管工事施工管理技士補

躯 体

１級造園施工管理技士補

２級造園施工管理技士補

２級土木施工管理技士

種
別

薬 液 注 入２級土木施工管理技士補

２級管工事施工管理技士

１級電気通信工事施工管理技士

２級電気通信工事施工管理技士

１級電気工事施工管理技士補

建
設
業
法
（

技
術
検
定
）

１級建設機械施工管理技士補

２級建設機械施工管理技士補
（第１種～第６種）

１級土木施工管理技士補

２級土木施工管理技士

２級土木施工管理技士補

２級土木施工管理技士

１級造園施工管理技士

２級造園施工管理技士

仕 上 げ

１級建築施工管理技士補　　　　　　　　　　　　　　　　

１級電気工事施工管理技士

２級電気工事施工管理技士

１級管工事施工管理技士

２級建築施工管理技士補

２級建築施工管理技士
種
別

建 築

薬 液 注 入

鋼構造物塗装

土 木

２級建設機械施工管理技士
　（第１種～第６種）

１級土木施工管理技士

１級建築施工管理技士

１級建設機械施工管理技士

鋼構造物塗装

土 木

２級土木施工管理技士補

法第15条第２号　ハ　該当（同号イと同等以上）

法第15条第２号　ハ　該当（同号ロと同等以上）

コード

建設業の種類

法第７条第２号　イ　該当（指定学科卒業＋実務経験）

法第７条第２号　ロ　該当（１０年の実務経験）

令第29条該当（①監理技術者を補佐する者：該当
する業種について主任技術者となる資格を有し、１
級技士補である者、②監理技術者となる資格を有す
る者）
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

土 PC 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

１３７ 5 5 5 5 5 5 5

２３８ 2 2 2 2 2

２３９ 2

１４１ 5 5 5 5 5 5 5 5 5

１４２ 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

１４３ 5 5 5 5

１４４ 5 5

１４５ 5

１４６ 5 5

１４７ 5 5

１４８ 5 5 5

１４９ 5 5 5 5 5

１５０ 5

１５１ 5 5 5 5 5

１５２ 5

１５３ 5 5

１５４ 5 5 5

１５５ 2

２５６ 1

電気事業法 ２５８ 1

２５９ 1

２３５ １

水　道　法 ２６５ 1

１６８ 2

１６９ 2

土 PC 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

　　

　

　

　

　　　 

　

【３年】

【実務経験】

【5年】

【5年】

【3年】

【1年】

衛生工学 「廃棄物管理」
・ 総合技術監理 （衛生工学 「廃棄物管理」）

森林 「林業」 ・ 総合技術監理 （森林 「林業」）

森林 「森林土木」 ・ 総合技術監理 （森林 「森林土木」）

建設 「鋼構造及びコンクリート」
・ 総合技術監理 （建設 「鋼構造及びコンクリート」
）

工事担任者

給水装置工事主任技術者

農業 「農業土木」
 ・ 総合技術監理 （農業 「農業土木」 ）

消　防　法

甲種 消防設備士

乙種 消防設備士

第２種電気工事士

電気通信
事業法

衛生工学 ・ 総合技術監理 （衛生工学）

衛生工学 「水質管理」
 ・ 総合技術監理 （衛生工学 「水質管理」）

電気工事
士法

第１種電気工事士

電気主任技術者　（第１種～第３種）

電気通信主任技術者

２級建築士

技
術
士
法

建設 ・ 総合技術監理（建設）

上下水道 ・ 総合技術監理 （上下水道）

上下水道 「上水道及び工業用水道」
・ 総合技術監理 （上下水道 「上水道及び工業用水
道」）

水産 「水産土木」 ・ 総合技術監理 （水産 「水産土木」）

木造建築士

電気電子 ・ 総合技術監理 （電気電子）

機械 ・ 総合技術監理 （機械）

機械 「流体工学」又は「熱工学」
 ・ 総合技術監理 （機械 「流体工学」又は「熱工
学」）

【経審】業種別技術職員コード表

コード

建設業の種類

建
築
士
法

１級建築士

監理技術者補佐(有資格区分コード：005）について：R3.4.1～経営事項審査加点対象

〇主任技術者要件となる資格を有し、１級技士補である者
A 第一次検定の合格を証明する書面の写し（合格証明書）

＋
B 主任技術者要件を満たしていることが確認できる資料例
（合格証明書写し、登録証の写し、実務経験証明書の写し（卒業証明書の写しも提出）

〇監理技術者要件を満たす者
・監理技術者資格者証が交付されている場合

監理技術者資格者証（表面）の写し

・監理技術者資格者証が交付されていない場合（a又はb）
a 実務経験者：指定建設業（土木・建築一式、舗装、鋼構造物、管、電気、造園）を除く
・実務経験証明書の写し（様式第9号）
・指導監督的実務経験証明書の写し（様式第10号）
・卒業証明書の写し
b 国土交通大臣認定者は、認定証の写し

参考：主任技術者要件

・１級国家資格者

１級施工管理技士、１級建築士、技術士

・２級国家資格者

２級施工管理技士、２級建築士、等

・実務経験者

大卒（指定学科）後３年以上の実務経験

高卒（指定学科）後５年以上の実務経験
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

土 ＰＣ 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

１７１ 2

２７１ 1

１６４ 2 2 2

２６４ 1 1 1

１７２ 2

２７２ 1

１５７ 2 2 2

２５７ 1 1 1

１７３ 2 2

２７３ 1 1

１６６ 2 2

２６６ 1 1

１７４ 2

２７４ 1

１７５ 2

２７５ 1

１７６ 2

２７６ 1

１７０ 2 2 2

２７０ 1 1 1

１７７ 2

２７７ 1

１７８ 2

２７８ 1

１７９ 2 2

２７９ 1 1

１８０ 2

２８０ 1

１８１ 2 2

２８１ 1 1

１８２ 2

２８２ 1

１８３ 2

２８３ 1

１８４ 2 2

２８４ 1 1

１８５ 2

２８５ 1

１８６ 2

２８６ 1

１８７ 2

２８７ 1

１８８ 2

２８８ 1

１８９ 2

２８９ 1

土 ＰＣ 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

　　　　　〃　　　（２級）

建設業の種類

【経審】業種別技術職員コード表

コード

職
業
能
力
開
発
促
進
法

【実務経験】

　　〃　　（２級）

鉄工・製罐
せいかん

（１級）

　　〃　　（２級）

築炉・築炉工・ れんが積み（１級）

鉄筋組立て・鉄筋施工（１級）（注３）

　　　　〃　　　　　（２級）（注３）

石工・石材施工・石積み（１級）

　　　　　　〃　　　　（２級）

配管・配管工（１級）

　　〃　　　（２級）

建築板金「ダクト板金作業」（１級）

　　　　　　〃　　　　　　（２級）

タイル張り・タイル張り工（１級）

　　　　　　〃　　　　　（２級）

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

【３年】

　　〃　（２級）

型枠施工（１級）

建築大工（１級）

　　〃　（２級）

左官（１級）

　〃（２級）

とび・とび工（１級）

　　　〃　　（２級）

コンクリート圧送施工（１級）

　　　　　〃　　　　（２級）

ウェルポイント施工（１級）

　　　　　〃　　　（２級）

冷凍空気調和機器施工 ・ 空気調和設備配管（１級）

　　　　　　　 〃　　　　　　　　（２級）

給排水衛生設備配管（１級）

　　　　　　〃　　　 　　（２級）

ブロック建築・ブロック建築工
・コンクリート積みブロック施工（１級）

　　　　　　〃　　　　　　　　（２級）

塗装・木工塗装・木工塗装工（１級）

　　　　　　〃　　　　　　（２級）

建築塗装・建築塗装工（１級）

かわらぶき・スレート施工（１級）

　　　　〃　　　　　　　（２級）

ガラス施工（１級）

　　　　　　〃　　　（２級）

工場板金（１級）

　　〃　（２級）

板金・建築板金・板金工（１級）（注４）

　　　　〃　　　　　　（２級）（注４）

板金・板金工・打出し板金（１級）

　　　　〃　　　　　　　（２級）

※ 等級
区分が2
級の場
合は、
合格後3
年以上
の実務
経験を
要する。
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

土 ＰＣ 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

１９０ 2

２９０ 1

１９１ 2

２９１ 1

１６７ 2

１９２ 2

２９２ 1

１９３ 2

２９３ 1

１９４ 2

２９４ 1

１９５ 2

２９５ 1

１９６ 2

２９６ 1

１９７ 2

２９７ 1

１９８ 2

２９８ 1

０６１ 1 1 1

０４０ 2 2

０６２ 1 1

０６３ 1 1

０６０ 2

０６４

０９９ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

土 ＰＣ 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

基幹技能者 登録基幹技能者講習修了証に記載のある実務を有する業種

その他 計装(1級) 【１年】

解体工事

　　　　　　　 　　〃
（２級）

【３年】

造園　（１級）

【１年】

【１年】

地すべり防止工事

基礎ぐい工事

建築設備士

噴霧塗装（１級）

　　〃　（２級）

　〃　（２級） 【３年】

さく井（１級）

　〃　（２級） 【３年】

防水施工（１級）

　　〃　（２級） 【３年】

【３年】

建具製作・建具工・木工（注５）・カーテン
ウォール施工・サッシ施工（１級）

　　　〃　（２級）

　　　　　　〃　　　　　（２級） 【３年】

路面標示施工

畳製作 ・ 畳工（１級）

　　　〃　 　（２級）

金属塗装・金属塗装工（１級）

　　　　〃　　　　　（２級）

熱絶縁施工（１級）

内装仕上げ施工 ・ カーテン施工 ・ 天井仕上
げ施工 ・ 床仕上げ施工 ・ 表装 ・ 表具 ・
表具工（１級）

【３年】

【３年】

建設業法施行規則第７条の３の第１号、第２号
（上記コード１１～９８に該当するものを除く）
及び第４号該当

【経審】業種別技術職員コード表

コード

建設業の種類

職
業
能
力
開
発
促
進
法

【実務経験】

【３年】

※ 等級
区分が2
級の場
合は、
合格後3
年以上
の実務
経験を
要する。
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01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

土 ＰＣ 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

3 3

3 3

3

3

3

3

3

3

3

3

3 3

3

3

3

3

3

3

3

3

3 3 3

3 3

3 3 3

3

3

3

3

3 3 3

3

3

3 3

3

3

3

土 ＰＣ 建 大 左 と 法 石 屋 電 管 タ 鋼 橋 筋 舗 し 板 ガ 塗 防 内 機 絶 通 園 井 具 水 消 清 解

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

備考

（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

・
・ 職業能力開発促進法の等級区分が２級の場合は、合格後３年以上の実務経験を要する。ただし、H16.4.1時点で合格していた者は実務経験１年以上
・

登録橋梁基幹技能者

登録造園基幹技能者

【経審】業種別技術職員コード表

コード

建設業の種類

登録電気工事基幹技能者

登録コンクリート圧送基幹技能者

登録防水基幹技能者

登録トンネル基幹技能者

登録建設塗装基幹技能者

登録左官基幹技能者

登録機械土工基幹技能者

登録海上起重基幹技能者

登録ＰＣ基幹技能者

登録鉄筋基幹技能者

登録圧接基幹技能者

登録型枠基幹技能者

登録配管基幹技能者

登録鳶・土工基幹技能者

登録切断穿孔基幹技能者

登録内装仕上工事基幹技能者

登録消火設備基幹技能者

登録建築大工基幹技能者

登録硝子工事基幹技能者

登録サッシ・カーテンウォール基幹技能者

登録エクステリア基幹技能者

登録建築板金基幹技能者

登録外壁仕上基幹技能者

登録冷凍空調基幹技能者

登録運動施設基幹技能者

登録基礎工基幹技能者

登録タイル張り基幹技能者

登録標識・路面標示基幹技能者

【  】内の年数は、当該欄に記載されている資格試験の合格後に必要とされている実務経験年数。資格証等の他に様式第９号（実務経験証明書）が必要

配管：職業訓練法施行令の一部を改正する政令（昭和４８年政令第９８号）による改正後の管とするものにあっては、選択科目を「建築配管作
業」とするものに限られる。

鉄工：昭和４８年改正政令による改正後の鉄工とするものにあっては、選択科目を「製缶作業」又は「製造物鉄工作業」とするものに限られる。

鉄筋施工：昭和４８年改正政令による改正後の鉄筋施工とするものにあっては、選択科目を「鉄筋施工図作成作業」及び「鉄筋組立て作業」とす
るものの双方に合格した者に限られる。

基
幹
技
能
者

０６４

板金・板金工：屋根工事業の有資格者として認められるのは、昭和４８年改正政令による改正後の板金又は板金工とするものにあっては、選択科
目を「建築板金作業」とするものに限られる。板金工事業の有資格者となる場合にはこの様な選択科目の限定はありません。
土木：昭和４８年改正政令による改正後の土木とするものにあっては、選択科目を「建具製作作業」とするものに限る。
コード099「その他」は、H11.5.26付建設省経建発第137号「営業所専任技術者の実務経験要件の緩和について」に基づく期間振り替えを適用した場合のみ該当

235（電気担任者）とは、電気通信事業法に基づく工事担任者資格者証の交付を受けた者（令和３年度以降の試験あるいは養成課程等を経た、第
１級アナログ通信及び第１級デジタル通信の工事担任者資格者証の交付を受けた者又は総合通信の工事担任者資格者証の交付を受けた者に限る）
であって、その資格者証の交付後、３年以上の実務経験を有する者。＊R6年度までは該当者は発生しません。

登録ダクト基幹技能者

登録保温保冷基幹技能者

登録グラウト基幹技能者
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技術職員 有資格区分コード表

コード 資格区分 選択できる業種

704 レベル４技能者
認定能力評価基準ごとに2業種以内に限り３

点づつ配点

703 レベル３技能者
認定能力評価基準ごとに2業種以内に限り２

点づつ配点

電気工事「技能者能力評価基準」 電 通

橋梁  「〃」 と 鋼

造園  「〃」 園

コンクリート圧送 「〃」 と

防水施工「〃」 防

トンネル「〃」 と 土

建設塗装「〃」 塗

左官  「〃」 左

機械土工「〃」 と 土

海上起重「〃」 し 土

ＰＣ  「〃」 と 筋 土

鉄筋  「〃」 筋

圧接  「〃」 筋

型枠  「〃」 大

配管  「〃」 管

とび  「〃」 と

切断穿孔「〃」 と

内装仕上「〃」 内

サッシ・カーテンウォール 「〃」 具

エクステリア「〃」 と 石 タ

建築板金「〃」 屋 板

外壁仕上「〃」 左 塗 防

ダクト 「〃」 管

保温保冷「〃」 絶

グラウト「〃」 と

冷凍空調「〃」 管

運動施設「〃」 と 園 舗 土

基礎ぐい工事「〃」 と

タイル張り「〃」 タ

道路標識・路面標示「〃」 と 塗

消防施設「〃」 消

建築大工「〃」 大

硝子工事「〃」 ガ

ＡＬＣ 「〃」 タ

土工  「〃」 と 土

認

定

能

力

評

価

基

準

 建設キャリアアップカード（レベル３，レベル４）の交付を受けている「技能者」は、

経営事項審査において「技術職員」として評価されます。
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技術職員コード表

コード 建設業の種類 コード 建設業の種類 コード 建設業の種類

０１ 土木工事業 １１ 鋼構造物工事業 ２１ 熱絶縁工事業

０２ 建築工事業 １２ 鉄筋工事業 ２２ 電気通信工事業

０３ 大工工事業 １３ 舗装工事業 ２３ 造園工事業

０４ 左官工事業 １４ しゆんせつ工事業 ２４ さく井工事業

０５ とび・土工工事業 １５ 板金工事業 ２５ 建具工事業

０６ 石工事業 １６ ガラス工事業 ２６ 水道施設工事業

０７ 屋根工事業 １７ 塗装工事業 ２７ 消防施設工事業

０８ 電気工事業 １８ 防水工事業 ２８ 清掃施設工事業

０９ 管工事業 １９ 内装仕上工事業 ２９ 解体工事業

１０ タイル・れんが・ブロック工事業 ２０ 機械器具設置工事業

業種コード
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コード 土木事務所 　 コード 土木事務所

1 那覇市 47201 1 読谷村 47324

2 糸満市 47210 2 嘉手納町 47325

3 豊見城市 47212 3 北谷町 47326

4 南城市 47215 4 北中城村 47327

5 宜野湾市 47205 5 中城村 47328

6 浦添市 47208 6 西原町 47329

7 沖縄市 47211 1 与那原町 47348

8 うるま市 47213 2 南風原町 47350

9 名護市 47209 北部 3 渡嘉敷村 47353

10 宮古島市 47214 宮古 4 座間味村 47354

11 石垣市 47207 八重山 5 粟国村 47355

1 国頭村 47301 6 渡名喜村 47356

2 大宜味村 47302 7 南大東村 47357

3 東村 47303 8 北大東村 47358

4 今帰仁村 47306 9 久米島町 47361

5 本部町 47308 10 八重瀬町 47362

6 恩納村 47311 11 伊平屋村 47359

7 宜野座村 47313 12 伊是名村 47360

8 金武町 47314
宮
古

1 多良間村 47375 宮古

9 伊江村 47315 1 竹富町 47381

2 与那国町 47382

市町村名

市町村コード及び管轄の土木事務所一覧表

市町村名

中部

市

国
頭
郡

北部

八重山

北部

中
頭
郡

島
尻
郡

八
重
山

中部

南部

南部
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技術・建設業課 那覇市泉崎1-2-2

建設業指導契約班 （本庁 11階）

南部土木事務所（庶務班） 那覇市旭町116-37

（南部合庁 8階）

中部土木事務所（庶務班） 沖縄市美原1-6-34

（中部合庁 3階）

北部土木事務所（庶務班） 名護市大南1-13-11

（北部合庁 3階）

宮古土木事務所 宮古島市平良字西里1125

（総務用地班） （宮古合庁 3階）

八重山土木事務所 石垣市字真栄里438-1

（総務用地班） （八重山合庁 3階）

《申請書販売窓口》

（一社）沖縄県建設業協会 〒901-2131 浦添市牧港5-6-8 098-876-5211

那覇支部 〒902-0073 那覇市上間261-1 098-832-6981

（一日橋ハイツ１階）

南部支部 〒901-0205 糸満市西崎町5-3-9 098-995-3200

（第一三興建設_内）

中部支部 〒904-2143 沖縄市知花5-37-12 098-938-6251

北部支部 〒905-0005 名護市字為又1219-164 0980-52-3019

宮古支部 〒906-0013 宮古島市平良字下里1199-12 0980-72-9163

八重山支部 〒907-0024 石垣市字新川舟蔵2462-1 0980-82-5351

《申請書提出先及び問い合わせ先》

部　署　名 郵便番号 所　在　地 電話番号

098-866-2374

098-866-1145

098-894-6510

0980-53-1255

〒900-8570

〒900-0029

〒904-2155

〒905-0015

部　署　名 郵便番号 所　在　地 電話番号

0980-82-2217

0980-72-2769

〒907-0002

〒906-0012
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設
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正
）
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建

設
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別

表
）

昭
和

4
6
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制
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設

工
事
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内

容
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示
）

建
設

工
事
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示
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建

設
業
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可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

土
木
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式

工
事
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画
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指

導
、

調
整

の
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と
に

土
木

工
作

物
を
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す
る

工
事

（
補

修
、

改
造

又
は

解
体

す
る

工
事

を
含

む
。
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下

同
じ

。
）

● ●

「
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

」
の

う
ち

橋
梁

等
の

土
木

工
作

物
を

総
合

的
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建
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す
る

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
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ン
ク

リ
ー
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物

工
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土

木
一
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工

事
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下
水
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建
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下
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道
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配
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下
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造
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『
土

木
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式
工
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あ
り
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家
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施
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内
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配
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工
事

及
び

上
水
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の
配

水
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を

設
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す
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管
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上
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配
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の
許
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あ
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ス

張
り

工
事

及
び

乾
式

壁
工

事
に

つ
い

て
は

、
通

常
、

左
官

工
事

を
行

う
際

の
準

備
作

業
と

し
て

当
然

に
含

ま
れ

て
い

る
も

の
で

あ
る

。
『
左

官
工

事
』
に

お
け

る
「
吹

付
け

工
事

」
と

は
、

建
築

物
に

対
す

る
モ

ル
タ

ル
等

を
吹

付
け

る
工

事
を

い
い

、
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
吹

付
け

工
事

」
と

は
、

「
モ

ル
タ

ル
吹

付
け

工
事

」
及

び
「
種

子
吹

付
け

工
事

」
を

総
称

し
た

も
の

で
あ

り
、

法
面

処
理

等
の

た
め

に
モ

ル
タ

ル
又

は
種

子
を

吹
付

け
る

工
事

を
い

う
。

と
び

・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
イ

　
足

場
の

組
立

て
、

機
械

器
具

・
建

設
資

材
等

の
重

量
物

の
ク

レ
ー

ン
等

に
よ

る
運

搬
配

置
、

鉄
骨

等
の

組
立

て
等

を
行

う
工

事
イ

　
と

び
工

事
、

ひ
き

工
事

、
足

場
等

仮
設

工
事

、
重

量
物

の
ク

レ
ー

ン
等

に
よ

る
揚

重
運

搬
配

置
工

事
、

鉄
骨

組
立

て
工

事
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

け
工

事

● ●

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
け

工
事

」
並

び
に

『
石

工
事

』
及

び
『
タ

イ
ル

・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
間

の
区

分
の

考
え

方
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
、

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

の
据

付
け

等
土

木
工

事
に

お
い

て
規

模
の

大
き

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

据
付

け
を

行
う

工
事

、
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

柱
、

梁
等

の
部

材
の

設
置

工
事

等
が

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
け

工
事

」
で

あ
る

。
建

築
物

の
内

外
装

と
し

て
擬

石
等

を
は

り
付

け
る

工
事

や
法

面
処

理
、

又
は

擁
壁

と
し

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
み

、
又

は
は

り
付

け
る

工
事

等
が

『
石

工
事

』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
で

あ
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
り

建
築

物
を

建
設

す
る

工
事

等
が

『
タ

イ
ル

・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
で

あ
り

、
エ

ク
ス

テ
リ

ア
工

事
と

し
て

こ
れ

を
行

う
場

合
を

含
む

。
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
鉄

骨
組

立
工

事
」
と

『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

お
け

る
「
鉄

骨
工

事
」
と

の
区

分
の

考
え

方
は

、
鉄

骨
の

製
作

、
加

工
か

ら
組

立
て

ま
で

を
一

貫
し

て
請

け
負

う
の

が
『
鋼

構
造

物
工

事
』

に
お

け
る

「
鉄

骨
工

事
」
で

あ
り

、
既

に
加

工
さ

れ
た

鉄
骨

を
現

場
で

組
立

て
る

こ
と

の
み

を
請

け
負

う
の

が
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
鉄

骨
組

立
工

事
」
で

あ
る

。

ロ
　

く
い

打
ち

、
く
い

抜
き

及
び

場
所

打
ぐ

い
を

行
う

工
事

ロ
　

く
い

工
事

、
く
い

打
ち

工
事

、
く
い

抜
き

工
事

、
場

所
打

ぐ
い

工
事

－
ハ

　
土

砂
等

の
掘

削
、

盛
上

げ
、

締
固

め
等

を
行

う
工

事
ハ

　
土

工
事

、
掘

削
工

事
、

根
切

り
工

事
、

発
破

工
事

、
盛

土
工

事
－

ニ
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
よ

り
工

作
物

を
築

造
す

る
工

事
ニ

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

工
事

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
圧

送
工

事
、

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
●

「
プ

レ
ス

ト
レ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
事

」
の

う
ち

橋
梁

等
の

土
木

工
作

物
を

総
合

的
に

建
設

す
る

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

は
『
土

木
一

式
工

事
』
に

該
当

す
る

。

ホ
　

そ
の

他
基

礎
的

な
い

し
は

準
備

的
工

事
ホ

　
地

す
べ

り
防

止
工

事
、

地
盤

改
良

工
事

、
ボ

ー
リ

ン
グ

グ
ラ

ウ
ト

工
事

、
土

留
め

工
事

、
仮

締
切

り
工

事
、

吹
付

け
工

事
、

法
面

保
護

工
事

、
道

路
付

属
物

設
置

工
事

、
屋

外
広

告
物

設
置

工
事

、
捨

石
工

事
、

外
構

工
事

、
は

つ
り

工
事

、
切

断
穿

孔
工

事
、

ア
ン

カ
ー

工
事

、
あ

と
施

工
ア

ン
カ

ー
工

事
、

潜
水

工
事

● ● ● ● ● ●

「
地

盤
改

良
工

事
」
と

は
、

薬
液

注
入

工
事

、
ウ

エ
ル

ポ
イ

ン
ト

工
事

等
各

種
の

地
盤

の
改

良
を

行
う

工
事

を
総

称
し

た
も

の
で

あ
る

。
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
吹

付
け

工
事

」
と

は
、

「
モ

ル
タ

ル
吹

付
け

工
事

」
及

び
「
種

子
吹

付
け

工
事

」
を

総
称

し
た

も
の

で
あ

り
、

法
面

処
理

等
の

た
め

に
モ

ル
タ

ル
又

は
種

子
を

吹
付

け
る

工
事

を
い

い
、

建
築

物
に

対
す

る
モ

ル
タ

ル
等

の
吹

付
け

は
『
左

官
工

事
』
に

お
け

る
「
吹

付
け

工
事

」
に

該
当

す
る

。
「
法

面
保

護
工

事
」
と

は
、

法
枠

の
設

置
等

に
よ

り
法

面
の

崩
壊

を
防

止
す

る
工

事
で

あ
る

。
「
道

路
付

属
物

設
置

工
事

」
に

は
、

道
路

標
識

や
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

設
置

工
事

が
含

ま
れ

る
。

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
物

設
置

工
事

」
と

『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
工

事
」
と

の
区

分
の

考
え

方
は

、
現

場
で

屋
外

広
告

物
の

製
作

、
加

工
か

ら
設

置
ま

で
を

一
貫

し
て

請
け

負
う

の
が

『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
工

事
」
で

あ
り

、
そ

れ
以

外
の

工
事

が
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
物

設
置

工
事

」
で

あ
る

。
ト

ン
ネ

ル
防

水
工

事
等

の
土

木
系

の
防

水
工

事
は

『
防

水
工

事
』
で

は
な

く
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

該
当

し
、

い
わ

ゆ
る

建
築

系
の

防
水

工
事

は
『
防

水
工

事
』
に

該
当

す
る

。

石
工

事
石

材
（
石

材
に

類
似

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
及

び
擬

石
を

含
む

。
）
の

加
工

又
は

積
方

に
よ

り
工

作
物

を
築

造
し

、
又

は
工

作
物

に
石

材
を

取
付

け
る

工
事

石
積

み
（
張

り
）
工

事
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

積
み

（
張

り
）
工

事
●

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
け

工
事

」
並

び
に

『
石

工
事

』
及

び
『
タ

イ
ル

・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
間

の
区

分
の

考
え

方
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
、

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

の
据

付
け

等
土

木
工

事
に

お
い

て
規

模
の

大
き

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

据
付

け
を

行
う

工
事

、
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

柱
、

梁
等

の
部

材
の

設
置

工
事

等
が

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
け

工
事

」
で

あ
る

。
建

築
物

の
内

外
装

と
し

て
擬

石
等

を
は

り
付

け
る

工
事

や
法

面
処

理
、

又
は

擁
壁

と
し

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
み

、
又

は
は

り
付

け
る

工
事

等
が

『
石

工
事

』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
で

あ
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
り

建
築

物
を

建
設

す
る

工
事

等
が

『
タ

イ
ル

・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
で

あ
り

、
エ

ク
ス

テ
リ

ア
工

事
と

し
て

こ
れ

を
行

う
場

合
を

含
む

。

建
設

工
事

の
区

分
の

考
え

方
　

（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

70



業
種

区
分

、
建

設
工

事
の

内
容

、
例

示
、

区
分

の
考

え
方

(H
2
9
.1

1
.1

0
改

正
）

建
設

工
事

の
種

類
（
建

設
業

法
別

表
）

昭
和

4
6
年

制
定

建
設

工
事

の
内

容
　

（
告

示
）

建
設

工
事

の
例

示
　

（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
建

設
工

事
の

区
分

の
考

え
方

　
（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

屋
根

工
事

瓦
、

ス
レ

ー
ト

、
金

属
薄

板
等

に
よ

り
屋

根
を

ふ
く
工

事
屋

根
ふ

き
工

事
● ● ●

 「
瓦

」
、

「
ス

レ
ー

ト
」
及

び
「
金

属
薄

板
」
に

つ
い

て
は

、
屋

根
を

ふ
く
材

料
の

別
を

示
し

た
も

の
に

す
ぎ

ず
、

ま
た

、
こ

れ
ら

以
外

の
材

料
に

よ
る

屋
根

ふ
き

工
事

も
多

い
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
を

包
括

し
て

「
屋

根
ふ

き
工

事
」
と

す
る

。
し

た
が

っ
て

板
金

屋
根

工
事

も
『
板

金
工

事
』
で

は
な

く
『
屋

根
工

事
』
に

該
当

す
る

。
 屋

根
断

熱
工

事
は

、
断

熱
処

理
を

施
し

た
材

料
に

よ
り

屋
根

を
ふ

く
工

事
で

あ
り

「
屋

根
ふ

き
工

事
」
の

一
類

型
で

あ
る

。
屋

根
一

体
型

の
太

陽
光

パ
ネ

ル
設

置
工

事
は

『
屋

根
工

事
』
に

該
当

す
る

。
太

陽
光

発
電

設
備

の
設

置
工

事
は

『
電

気
工

事
』
に

該
当

し
、

太
陽

光
発

電
パ

ネ
ル

を
屋

根
に

設
置

す
る

場
合

は
、

屋
根

等
の

止
水

処
理

を
行

う
工

事
が

含
ま

れ
る

。

電
気

工
事

発
電

設
備

、
変

電
設

備
、

送
配

電
設

備
、

構
内

電
気

設
備

等
を

設
置

す
る

工
事

発
電

設
備

工
事

、
送

配
電

線
工

事
、

引
込

線
工

事
、

変
電

設
備

工
事

、
構

内
電

気
設

備
（
非

常
用

電
気

設
備

を
含

む
。

）
工

事
、

照
明

設
備

工
事

、
電

車
線

工
事

、
信

号
設

備
工

事
、

ネ
オ

ン
装

置
工

事

● ●

屋
根

一
体

型
の

太
陽

光
パ

ネ
ル

設
置

工
事

は
『
屋

根
工

事
』
に

該
当

す
る

。
太

陽
光

発
電

設
備

の
設

置
工

事
は

『
電

気
工

事
』
に

該
当

し
、

太
陽

光
発

電
パ

ネ
ル

を
屋

根
に

設
置

す
る

場
合

は
、

屋
根

等
の

止
水

処
理

を
行

う
工

事
が

含
ま

れ
る

。
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

は
広

く
す

べ
て

の
機

械
器

具
類

の
設

置
に

関
す

る
工

事
が

含
ま

れ
る

た
め

、
機

械
器

具
の

種
類

に
よ

っ
て

は
『
電

気
工

事
』
、

『
管

工
事

』
、

『
電

気
通

信
工

事
』
、

『
消

防
施

設
工

事
』
等

と
重

複
す

る
も

の
も

あ
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

原
則

と
し

て
『
電

気
工

事
』
等

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
の

工
事

の
方

に
区

分
す

る
も

の
と

し
、

こ
れ

ら
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
機

械
器

具
あ

る
い

は
複

合
的

な
機

械
器

具
の

設
置

が
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

該
当

す
る

。

タ
イ

ル
・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
れ

ん
が

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
等

に
よ

り
工

作
物

を
築

造
し

、
又

は
工

作
物

に
れ

ん
が

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
、

タ
イ

ル
等

を
取

付
け

、
又

は
は

り
付

け
る

工
事

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

積
み

（
張

り
）
工

事
、

レ
ン

ガ
積

み
（
張

り
）
工

事
、

タ
イ

ル
張

り
工

事
、

築
炉

工
事

、
ス

レ
ー

ト
張

り
工

事
、

サ
イ

デ
ィ

ン
グ

工
事

● ● ●

「
ス

レ
ー

ト
張

り
工

事
」
と

は
、

ス
レ

ー
ト

を
外

壁
等

に
は

る
工

事
を

内
容

と
し

て
お

り
、

ス
レ

ー
ト

に
よ

り
屋

根
を

ふ
く

工
事

は
「
屋

根
ふ

き
工

事
」
と

し
て

『
屋

根
工

事
』
に

該
当

す
る

。
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
」
に

は
、

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

パ
ネ

ル
及

び
オ

ー
ト

ク
レ

イ
ブ

養
生

を
し

た
軽

量
気

ほ
う

コ
ン

ク
リ

ー
ト

パ
ネ

ル
も

含
ま

れ
る

。
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
け

工
事

」
並

び
に

『
石

工
事

』
及

び
『
タ

イ
ル

・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
間

の
区

分
の

考
え

方
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
、

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

の
据

付
け

等
土

木
工

事
に

お
い

て
規

模
の

大
き

い
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

据
付

け
を

行
う

工
事

、
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

柱
、

梁
等

の
部

材
の

設
置

工
事

等
が

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
据

付
け

工
事

」
で

あ
る

。
建

築
物

の
内

外
装

と
し

て
擬

石
等

を
は

り
付

け
る

工
事

や
法

面
処

理
、

又
は

擁
壁

と
し

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
を

積
み

、
又

は
は

り
付

け
る

工
事

等
が

『
石

工
事

』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
で

あ
る

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
り

建
築

物
を

建
設

す
る

工
事

等
が

『
タ

イ
ル

・
れ

ん
が

・
ブ

ロ
ツ

ク
工

事
』
に

お
け

る
「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

み
（
張

り
）
工

事
」
で

あ
り

、
エ

ク
ス

テ
リ

ア
工

事
と

し
て

こ
れ

を
行

う
場

合
を

含
む

。

管
工

事
冷

暖
房

、
冷

凍
冷

蔵
、

空
気

調
和

、
給

排
水

、
衛

生
等

の
た

め
の

設
備

を
設

置
し

、
又

は
金

属
製

等
の

管
を

使
用

し
て

水
、

油
、

ガ
ス

、
水

蒸
気

等
を

送
配

す
る

た
め

の
設

備
を

設
置

す
る

工
事

冷
暖

房
設

備
工

事
、

冷
凍

冷
蔵

設
備

工
事

、
空

気
調

和
設

備
工

事
、

給
排

水
・
給

湯
設

備
工

事
、

厨
房

設
備

工
事

、
衛

生
設

備
工

事
、

浄
化

槽
工

事
、

水
洗

便
所

設
備

工
事

、
ガ

ス
管

配
管

工
事

、
ダ

ク
ト

工
事

、
管

内
更

生
工

事

● ● ● ● ● ●

「
冷

暖
房

設
備

工
事

」
、

「
冷

凍
冷

蔵
設

備
工

事
」
、

「
空

気
調

和
設

備
工

事
」
に

は
、

冷
媒

の
配

管
工

事
な

ど
フ

ロ
ン

類
の

漏
洩

を
防

止
す

る
工

事
が

含
ま

れ
る

。
し

尿
処

理
に

関
す

る
施

設
の

建
設

工
事

に
お

け
る

『
管

工
事

』
、

『
水

道
施

設
工

事
』
及

び
『
清

掃
施

設
工

事
』
間

の
区

分
の

考
え

方
は

、
規

模
の

大
小

を
問

わ
ず

浄
化

槽
（
合

併
処

理
槽

を
含

む
。

）
に

よ
り

し
尿

を
処

理
す

る
施

設
の

建
設

工
事

が
『
管

工
事

』
に

該
当

し
、

公
共

団
体

が
設

置
す

る
も

の
で

下
水

道
に

よ
り

収
集

さ
れ

た
汚

水
を

処
理

す
る

施
設

の
建

設
工

事
が

『
水

道
施

設
工

事
』
に

該
当

し
、

公
共

団
体

が
設

置
す

る
も

の
で

汲
取

方
式

に
よ

り
収

集
さ

れ
た

し
尿

を
処

理
す

る
施

設
の

建
設

工
事

が
『
清

掃
施

設
工

事
』
に

該
当

す
る

。
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

は
広

く
す

べ
て

の
機

械
器

具
類

の
設

置
に

関
す

る
工

事
が

含
ま

れ
る

た
め

、
機

械
器

具
の

種
類

に
よ

っ
て

は
『
電

気
工

事
』
、

『
管

工
事

』
、

『
電

気
通

信
工

事
』
、

『
消

防
施

設
工

事
』
等

と
重

複
す

る
も

の
も

あ
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

原
則

と
し

て
『
電

気
工

事
』
等

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
の

工
事

の
方

に
区

分
す

る
も

の
と

し
、

こ
れ

ら
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
機

械
器

具
あ

る
い

は
複

合
的

な
機

械
器

具
の

設
置

が
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

該
当

す
る

。
 建

築
物

の
中

に
設

置
さ

れ
る

通
常

の
空

調
機

器
の

設
置

工
事

は
『
管

工
事

』
に

該
当

し
、

ト
ン

ネ
ル

、
地

下
道

等
の

給
排

気
用

に
設

置
さ

れ
る

機
械

器
具

に
関

す
る

工
事

は
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

該
当

す
る

。
上

下
水

道
に

関
す

る
施

設
の

建
設

工
事

に
お

け
る

『
土

木
一

式
工

事
』
、

『
管

工
事

』
及

び
『
水

道
施

設
工

事
』
間

の
区

分
の

考
え

方
は

、
公

道
下

等
の

下
水

道
の

配
管

工
事

及
び

下
水

処
理

場
自

体
の

敷
地

造
成

工
事

が
『
土

木
一

式
工

事
』
で

あ
り

、
家

屋
そ

の
他

の
施

設
の

敷
地

内
の

配
管

工
事

及
び

上
水

道
等

の
配

水
小

管
を

設
置

す
る

工
事

が
『
管

工
事

』
で

あ
り

、
上

水
道

等
の

取
水

、
浄

水
、

配
水

等
の

施
設

及
び

下
水

処
理

場
内

の
処

理
設

備
を

築
造

、
設

置
す

る
工

事
が

『
水

道
施

設
工

事
』
で

あ
る

。
な

お
、

農
業

用
水

道
、

か
ん

が
い

用
配

水
施

設
等

の
建

設
工

事
は

『
水

道
施

設
工

事
』
で

は
な

く
『
土

木
一

式
工

事
』
に

該
当

す
る

。
公

害
防

止
施

設
を

単
体

で
設

置
す

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
『
清

掃
施

設
工

事
』
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
公

害
防

止
施

設
ご

と
に

、
例

え
ば

排
水

処
理

設
備

で
あ

れ
ば

『
管

工
事

』
、

集
塵

設
備

で
あ

れ
ば

『
機

械
器

具
設

置
工

事
』

等
に

区
分

す
べ

き
も

の
で

あ
る

。
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業
種

区
分

、
建

設
工

事
の

内
容

、
例

示
、

区
分

の
考

え
方

(H
2
9
.1

1
.1

0
改

正
）

建
設

工
事

の
種

類
（
建

設
業

法
別

表
）

昭
和

4
6
年

制
定

建
設

工
事

の
内

容
　

（
告

示
）

建
設

工
事

の
例

示
　

（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
建

設
工

事
の

区
分

の
考

え
方

　
（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

鋼
構

造
物

工
事

形
鋼

、
鋼

板
等

の
鋼

材
の

加
工

又
は

組
立

て
に

よ
り

工
作

物
を

築
造

す
る

工
事

鉄
骨

工
事

、
橋

梁
工

事
、

鉄
塔

工
事

、
石

油
、

ガ
ス

等
の

貯
蔵

用
タ

ン
ク

設
置

工
事

、
屋

外
広

告
工

事
、

閘
門

、
水

門
等

の
門

扉
設

置
工

事
● ● ●

『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
鉄

骨
組

立
工

事
」
と

『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

お
け

る
「
鉄

骨
工

事
」
と

の
区

分
の

考
え

方
は

、
鉄

骨
の

製
作

、
加

工
か

ら
組

立
て

ま
で

を
一

貫
し

て
請

け
負

う
の

が
『
鋼

構
造

物
工

事
』

に
お

け
る

「
鉄

骨
工

事
」
で

あ
り

、
既

に
加

工
さ

れ
た

鉄
骨

を
現

場
で

組
立

て
る

こ
と

の
み

を
請

け
負

う
の

が
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
鉄

骨
組

立
工

事
」
で

あ
る

。
ビ

ル
の

外
壁

に
固

定
さ

れ
た

避
難

階
段

を
設

置
す

る
工

事
は

『
消

防
施

設
工

事
』
で

は
な

く
、

建
築

物
の

躯
体

の
一

部
の

工
事

と
し

て
『
建

築
一

式
工

事
』
又

は
『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

該
当

す
る

。
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
物

設
置

工
事

」
と

『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
工

事
」
と

の
区

分
の

考
え

方
は

、
現

場
で

屋
外

広
告

物
の

製
作

、
加

工
か

ら
設

置
ま

で
を

一
貫

し
て

請
け

負
う

の
が

『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
工

事
」
で

あ
り

、
そ

れ
以

外
の

工
事

が
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

お
け

る
「
屋

外
広

告
物

設
置

工
事

」
で

あ
る

。

鉄
筋

工
事

棒
鋼

等
の

鋼
材

を
加

工
し

、
接

合
し

、
又

は
組

立
て

る
工

事
鉄

筋
加

工
組

立
て

工
事

、
鉄

筋
継

手
工

事
●

『
鉄

筋
工

事
』
は

「
鉄

筋
加

工
組

立
て

工
事

」
と

「
鉄

筋
継

手
工

事
」
か

ら
な

っ
て

お
り

、
「
鉄

筋
加

工
組

立
て

工
事

」
は

鉄
筋

の
配

筋
と

組
立

て
、

「
鉄

筋
継

手
工

事
」
は

配
筋

さ
れ

た
鉄

筋
を

接
合

す
る

工
事

で
あ

る
。

鉄
筋

継
手

に
は

ガ
ス

圧
接

継
手

、
溶

接
継

手
、

機
械

式
継

手
等

が
あ

る
。

舗
装

工
事

道
路

等
の

地
盤

面
を

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

砂
、

砂
利

、
砕

石
等

に
よ

り
舗

装
す

る
工

事
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

事
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工
事

、
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

事
、

路
盤

築
造

工
事

● ●

舗
装

工
事

と
併

せ
て

施
工

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

設
置

工
事

に
つ

い
て

は
、

工
事

の
種

類
と

し
て

は
『
舗

装
工

事
』
で

は
な

く
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

該
当

す
る

。
人

工
芝

張
付

け
工

事
に

つ
い

て
は

、
地

盤
面

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

で
舗

装
し

た
上

に
は

り
付

け
る

も
の

は
『
舗

装
工

事
』
に

該
当

す
る

。
し

ゆ
ん

せ
つ

工
事

河
川

、
港

湾
等

の
水

底
を

し
ゆ

ん
せ

つ
す

る
工

事
し

ゆ
ん

せ
つ

工
事

－
板

金
工

事
金

属
薄

板
等

を
加

工
し

て
工

作
物

に
取

付
け

、
又

は
工

作
物

に
金

属
製

等
の

付
属

物
を

取
付

け
る

工
事

板
金

加
工

取
付

け
工

事
、

建
築

板
金

工
事

● ●

「
建

築
板

金
工

事
」
と

は
、

建
築

物
の

内
外

装
と

し
て

板
金

を
は

り
付

け
る

工
事

を
い

い
、

具
体

的
に

は
建

築
物

の
外

壁
へ

の
カ

ラ
ー

鉄
板

張
付

け
工

事
や

厨
房

の
天

井
へ

の
ス

テ
ン

レ
ス

板
張

付
け

工
事

等
で

あ
る

。
 「

瓦
」
、

「
ス

レ
ー

ト
」
及

び
「
金

属
薄

板
」
に

つ
い

て
は

、
屋

根
を

ふ
く
材

料
の

別
を

示
し

た
も

の
に

す
ぎ

ず
、

ま
た

、
こ

れ
ら

以
外

の
材

料
に

よ
る

屋
根

ふ
き

工
事

も
多

い
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
を

包
括

し
て

「
屋

根
ふ

き
工

事
」
と

す
る

。
し

た
が

っ
て

板
金

屋
根

工
事

も
『
板

金
工

事
』
で

は
な

く
『
屋

根
工

事
』
に

該
当

す
る

。
ガ

ラ
ス

工
事

工
作

物
に

ガ
ラ

ス
を

加
工

し
て

取
付

け
る

工
事

ガ
ラ

ス
加

工
取

付
け

工
事

、
ガ

ラ
ス

フ
ィ

ル
ム

工
事

－

塗
装

工
事

塗
料

、
塗

材
等

を
工

作
物

に
吹

付
け

、
塗

付
け

、
又

は
は

り
付

け
る

工
事

塗
装

工
事

、
溶

射
工

事
、

ラ
イ

ニ
ン

グ
工

事
、

布
張

り
仕

上
工

事
、

鋼
構

造
物

塗
装

工
事

、
路

面
標

示
工

事
●

下
地

調
整

工
事

及
び

ブ
ラ

ス
ト

工
事

に
つ

い
て

は
、

通
常

、
塗

装
工

事
を

行
う

際
の

準
備

作
業

と
し

て
当

然
に

含
ま

れ
て

い
る

も
の

で
あ

る
。

防
水

工
事

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

、
モ

ル
タ

ル
、

シ
ー

リ
ン

グ
材

等
に

よ
つ

て
防

水
を

行
う

工
事

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

防
水

工
事

、
モ

ル
タ

ル
防

水
工

事
、

シ
ー

リ
ン

グ
工

事
、

塗
膜

防
水

工
事

、
シ

ー
ト

防
水

工
事

、
注

入
防

水
工

事
● ●

『
防

水
工

事
』
に

含
ま

れ
る

も
の

は
、

い
わ

ゆ
る

建
築

系
の

防
水

工
事

の
み

で
あ

り
、

ト
ン

ネ
ル

防
水

工
事

等
の

土
木

系
の

防
水

工
事

は
『
防

水
工

事
』
で

は
な

く
『
と

び
・
土

工
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

事
』
に

該
当

す
る

。
防

水
モ

ル
タ

ル
を

用
い

た
防

水
工

事
は

左
官

工
事

業
、

防
水

工
事

業
ど

ち
ら

の
業

種
の

許
可

で
も

施
工

可
能

で
あ

る
。

内
装

仕
上

工
事

木
材

、
石

膏
ボ

ー
ド

、
吸

音
板

、
壁

紙
、

た
た

み
、

ビ
ニ

ー
ル

床
タ

イ
ル

、
カ

ー
ペ

ッ
ト

、
ふ

す
ま

等
を

用
い

て
建

築
物

の
内

装
仕

上
げ

を
行

う
工

事
イ

ン
テ

リ
ア

工
事

、
天

井
仕

上
工

事
、

壁
張

り
工

事
、

内
装

間
仕

切
り

工
事

、
床

仕
上

工
事

、
た

た
み

工
事

、
ふ

す
ま

工
事

、
家

具
工

事
、

防
音

工
事

● ● ● ●

 「
家

具
工

事
」
と

は
、

建
築

物
に

家
具

を
据

付
け

又
は

家
具

の
材

料
を

現
場

に
て

加
工

若
し

く
は

組
み

立
て

て
据

付
け

る
工

事
を

い
う

。
 「

防
音

工
事

」
と

は
、

建
築

物
に

お
け

る
通

常
の

防
音

工
事

で
あ

り
、

ホ
ー

ル
等

の
構

造
的

に
音

響
効

果
を

目
的

と
す

る
よ

う
な

工
事

は
含

ま
れ

な
い

。
「
た

た
み

工
事

」
と

は
、

採
寸

、
割

付
け

、
た

た
み

の
製

造
・
加

工
か

ら
敷

き
こ

み
ま

で
を

一
貫

し
て

請
け

負
う

工
事

を
い

う
。

機
械

器
具

設
置

工
事

機
械

器
具

の
組

立
て

等
に

よ
り

工
作

物
を

建
設

し
、

又
は

工
作

物
に

機
械

器
具

を
取

付
け

る
工

事
プ

ラ
ン

ト
設

備
工

事
、

運
搬

機
器

設
置

工
事

、
内

燃
力

発
電

設
備

工
事

、
集

塵
機

器
設

置
工

事
、

給
排

気
機

器
設

置
工

事
、

揚
排

水
機

器
設

置
工

事
、

ダ
ム

用
仮

設
備

工
事

、
遊

技
施

設
設

置
工

事
、

舞
台

装
置

設
置

工
事

、
サ

イ
ロ

設
置

工
事

、
立

体
駐

車
設

備
工

事

● ● ● ●

『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

は
広

く
す

べ
て

の
機

械
器

具
類

の
設

置
に

関
す

る
工

事
が

含
ま

れ
る

た
め

、
機

械
器

具
の

種
類

に
よ

っ
て

は
『
電

気
工

事
』
、

『
管

工
事

』
、

『
電

気
通

信
工

事
』
、

『
消

防
施

設
工

事
』
等

と
重

複
す

る
も

の
も

あ
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

原
則

と
し

て
『
電

気
工

事
』
等

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
の

工
事

の
方

に
区

分
す

る
も

の
と

し
、

こ
れ

ら
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
機

械
器

具
あ

る
い

は
複

合
的

な
機

械
器

具
の

設
置

が
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

該
当

す
る

。
 「

運
搬

機
器

設
置

工
事

」
に

は
「
昇

降
機

設
置

工
事

」
も

含
ま

れ
る

。
 「

給
排

気
機

器
設

置
工

事
」
と

は
ト

ン
ネ

ル
、

地
下

道
等

の
給

排
気

用
に

設
置

さ
れ

る
機

械
器

具
に

関
す

る
工

事
で

あ
り

、
建

築
物

の
中

に
設

置
さ

れ
る

通
常

の
空

調
機

器
の

設
置

工
事

は
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
で

は
な

く
『
管

工
事

』
に

該
当

す
る

。
公

害
防

止
施

設
を

単
体

で
設

置
す

る
工

事
に

つ
い

て
は

、
『
清

掃
施

設
工

事
』
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
公

害
防

止
施

設
ご

と
に

、
例

え
ば

排
水

処
理

設
備

で
あ

れ
ば

『
管

工
事

』
、

集
塵

設
備

で
あ

れ
ば

『
機

械
器

具
設

置
工

事
』

等
に

区
分

す
べ

き
も

の
で

あ
る

。

熱
絶

縁
工

事
工

作
物

又
は

工
作

物
の

設
備

を
熱

絶
縁

す
る

工
事

冷
暖

房
設

備
、

冷
凍

冷
蔵

設
備

、
動

力
設

備
又

は
燃

料
工

業
、

化
学

工
業

等
の

設
備

の
熱

絶
縁

工
事

、
ウ

レ
タ

ン
吹

付
け

断
熱

工
事

－

電
気

通
信

工
事

有
線

電
気

通
信

設
備

、
無

線
電

気
通

信
設

備
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

設
備

、
情

報
設

備
、

放
送

機
械

設
備

等
の

電
気

通
信

設
備

を
設

置
す

る
工

事
有

線
電

気
通

信
設

備
工

事
、

無
線

電
気

通
信

設
備

工
事

、
デ

ー
タ

通
信

設
備

工
事

、
情

報
処

理
設

備
工

事
、

情
報

収
集

設
備

工
事

、
情

報
表

示
設

備
工

事
、

放
送

機
械

設
備

工
事

、
Ｔ

Ｖ
電

波
障

害
防

除
設

備
工

事

● ●

 既
に

設
置

さ
れ

た
電

気
通

信
設

備
の

改
修

、
修

繕
又

は
補

修
は

『
電

気
通

信
工

事
』
に

該
当

す
る

。
な

お
、

保
守

（
電

気
通

信
施

設
の

機
能

性
能

及
び

耐
久

性
の

確
保

を
図

る
た

め
に

実
施

す
る

点
検

、
整

備
及

び
修

理
を

い
う

。
）
に

関
す

る
役

務
の

提
供

等
の

業
務

は
、

『
電

気
通

信
工

事
』
に

該
当

し
な

い
。

『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

は
広

く
す

べ
て

の
機

械
器

具
類

の
設

置
に

関
す

る
工

事
が

含
ま

れ
る

た
め

、
機

械
器

具
の

種
類

に
よ

っ
て

は
『
電

気
工

事
』
、

『
管

工
事

』
、

『
電

気
通

信
工

事
』
、

『
消

防
施

設
工

事
』
等

と
重

複
す

る
も

の
も

あ
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

原
則

と
し

て
『
電

気
工

事
』
等

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
の

工
事

の
方

に
区

分
す

る
も

の
と

し
、

こ
れ

ら
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
機

械
器

具
あ

る
い

は
複

合
的

な
機

械
器

具
の

設
置

が
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

該
当

す
る

。
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業
種

区
分

、
建

設
工

事
の

内
容

、
例

示
、

区
分

の
考

え
方

(H
2
9
.1

1
.1

0
改

正
）

建
設

工
事

の
種

類
（
建

設
業

法
別

表
）

昭
和

4
6
年

制
定

建
設

工
事

の
内

容
　

（
告

示
）

建
設

工
事

の
例

示
　

（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）
建

設
工

事
の

区
分

の
考

え
方

　
（
建

設
業

許
可

事
務

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

）

造
園

工
事

整
地

、
樹

木
の

植
栽

、
景

石
の

す
え

付
け

等
に

よ
り

庭
園

、
公

園
、

緑
地

等
の

苑
地

を
築

造
し

、
道

路
、

建
築

物
の

屋
上

等
を

緑
化

し
、

又
は

植
生

を
復

元
す

る
工

事

植
栽

工
事

、
地

被
工

事
、

景
石

工
事

、
地

ご
し

ら
え

工
事

、
公

園
設

備
工

事
、

広
場

工
事

、
園

路
工

事
、

水
景

工
事

、
屋

上
等

緑
化

工
事

、
緑

地
育

成
工

事

● ● ● ● ●

「
植

栽
工

事
」
に

は
、

植
生

を
復

元
す

る
建

設
工

事
が

含
ま

れ
る

。
「
広

場
工

事
」
と

は
、

修
景

広
場

、
芝

生
広

場
、

運
動

広
場

そ
の

他
の

広
場

を
築

造
す

る
工

事
で

あ
り

、
「
園

路
工

事
」
と

は
、

公
園

内
の

遊
歩

道
、

緑
道

等
を

建
設

す
る

工
事

で
あ

る
。

「
公

園
設

備
工

事
」
に

は
、

花
壇

、
噴

水
そ

の
他

の
修

景
施

設
、

休
憩

所
そ

の
他

の
休

養
施

設
、

遊
戯

施
設

、
便

益
施

設
等

の
建

設
工

事
が

含
ま

れ
る

。
「
屋

上
等

緑
化

工
事

」
と

は
、

建
築

物
の

屋
上

、
壁

面
等

を
緑

化
す

る
建

設
工

事
で

あ
る

。
「
緑

地
育

成
工

事
」
と

は
、

樹
木

、
芝

生
、

草
花

等
の

植
物

を
育

成
す

る
建

設
工

事
で

あ
り

、
土

壌
改

良
や

支
柱

の
設

置
等

を
伴

っ
て

行
う

工
事

で
あ

る
。

さ
く
井

工
事

さ
く
井

機
械

等
を

用
い

て
さ

く
孔

、
さ

く
井

を
行

う
工

事
又

は
こ

れ
ら

の
工

事
に

伴
う

揚
水

設
備

設
置

等
を

行
う

工
事

さ
く
井

工
事

、
観

測
井

工
事

、
還

元
井

工
事

、
温

泉
掘

削
工

事
、

井
戸

築
造

工
事

、
さ

く
孔

工
事

、
石

油
掘

削
工

事
、

天
然

ガ
ス

掘
削

工
事

、
揚

水
設

備
工

事
－

建
具

工
事

工
作

物
に

木
製

又
は

金
属

製
の

建
具

等
を

取
付

け
る

工
事

金
属

製
建

具
取

付
け

工
事

、
サ

ッ
シ

取
付

け
工

事
、

金
属

製
カ

ー
テ

ン
ウ

ォ
ー

ル
取

付
け

工
事

、
シ

ャ
ッ

タ
ー

取
付

け
工

事
、

自
動

ド
ア

ー
取

付
け

工
事

、
木

製
建

具
取

付
け

工
事

、
ふ

す
ま

工
事

－

水
道

施
設

工
事

上
水

道
、

工
業

用
水

道
等

の
た

め
の

取
水

、
浄

水
、

配
水

等
の

施
設

を
築

造
す

る
工

事
又

は
公

共
下

水
道

若
し

く
は

流
域

下
水

道
の

処
理

設
備

を
設

置
す

る
工

事

取
水

施
設

工
事

、
浄

水
施

設
工

事
、

配
水

施
設

工
事

、
下

水
処

理
設

備
工

事
● ●

上
下

水
道

に
関

す
る

施
設

の
建

設
工

事
に

お
け

る
『
土

木
一

式
工

事
』
、

『
管

工
事

』
及

び
『
水

道
施

設
工

事
』
間

の
区

分
の

考
え

方
は

、
公

道
下

等
の

下
水

道
の

配
管

工
事

及
び

下
水

処
理

場
自

体
の

敷
地

造
成

工
事

が
『
土

木
一

式
工

事
』
で

あ
り

、
家

屋
そ

の
他

の
施

設
の

敷
地

内
の

配
管

工
事

及
び

上
水

道
等

の
配

水
小

管
を

設
置

す
る

工
事

が
『
管

工
事

』
で

あ
り

、
上

水
道

等
の

取
水

、
浄

水
、

配
水

等
の

施
設

及
び

下
水

処
理

場
内

の
処

理
設

備
を

築
造

、
設

置
す

る
工

事
が

『
水

道
施

設
工

事
』
で

あ
る

。
な

お
、

農
業

用
水

道
、

か
ん

が
い

用
配

水
施

設
等

の
建

設
工

事
は

『
水

道
施

設
工

事
』
で

は
な

く
『
土

木
一

式
工

事
』
に

該
当

す
る

。
し

尿
処

理
に

関
す

る
施

設
の

建
設

工
事

に
お

け
る

『
管

工
事

』
、

『
水

道
施

設
工

事
』
及

び
『
清

掃
施

設
工

事
』
間

の
区

分
の

考
え

方
は

、
規

模
の

大
小

を
問

わ
ず

浄
化

槽
（
合

併
処

理
槽

を
含

む
。

）
に

よ
り

し
尿

を
処

理
す

る
施

設
の

建
設

工
事

が
『
管

工
事

』
に

該
当

し
、

公
共

団
体

が
設

置
す

る
も

の
で

下
水

道
に

よ
り

収
集

さ
れ

た
汚

水
を

処
理

す
る

施
設

の
建

設
工

事
が

『
水

道
施

設
工

事
』
に

該
当

し
、

公
共

団
体

が
設

置
す

る
も

の
で

汲
取

方
式

に
よ

り
収

集
さ

れ
た

し
尿

を
処

理
す

る
施

設
の

建
設

工
事

が
『
清

掃
施

設
工

事
』
に

該
当

す
る

。

消
防

施
設

工
事

火
災

警
報

設
備

、
消

火
設

備
、

避
難

設
備

若
し

く
は

消
火

活
動

に
必

要
な

設
備

を
設

置
し

、
又

は
工

作
物

に
取

付
け

る
工

事
屋

内
消

火
栓

設
置

工
事

、
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

設
置

工
事

、
水

噴
霧

、
泡

、

不
燃

性
ガ

ス
、

蒸
発

性
液

体
又

は
粉

末
に

よ
る

消
火

設
備

工
事

、
屋

外

消
火

栓
設

置
工

事
、

動
力

消
防

ポ
ン

プ
設

置
工

事
、

火
災

報
知

設
備

工

事
、

漏
電

火
災

警
報

器
設

置
工

事
、

非
常

警
報

設
備

工
事

、
金

属
製

避

難
は

し
ご

、
救

助
袋

、
緩

降
機

、
避

難
橋

又
は

排
煙

設
備

の
設

置
工

事

● ●

「
金

属
製

避
難

は
し

ご
」
と

は
、

火
災

時
等

に
の

み
使

用
す

る
組

立
式

の
は

し
ご

で
あ

り
、

ビ
ル

の
外

壁
に

固
定

さ
れ

た
避

難
階

段
等

は
こ

れ
に

該
当

し
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

こ
の

よ
う

な
固

定
さ

れ
た

避
難

階
段

を
設

置
す

る
工

事
は

『
消

防
施

設
工

事
』
で

は
な

く
、

建
築

物
の

躯
体

の
一

部
の

工
事

と
し

て
『
建

築
一

式
工

事
』
又

は
『
鋼

構
造

物
工

事
』
に

該
当

す
る

。
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

は
広

く
す

べ
て

の
機

械
器

具
類

の
設

置
に

関
す

る
工

事
が

含
ま

れ
る

た
め

、
機

械
器

具
の

種
類

に
よ

っ
て

は
『
電

気
工

事
』
、

『
管

工
事

』
、

『
電

気
通

信
工

事
』
、

『
消

防
施

設
工

事
』
等

と
重

複
す

る
も

の
も

あ
る

が
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

原
則

と
し

て
『
電

気
工

事
』
等

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
の

工
事

の
方

に
区

分
す

る
も

の
と

し
、

こ
れ

ら
い

ず
れ

に
も

該
当

し
な

い
機

械
器

具
あ

る
い

は
複

合
的

な
機

械
器

具
の

設
置

が
『
機

械
器

具
設

置
工

事
』
に

該
当

す
る

。

清
掃

施
設

工
事

し
尿

処
理

施
設

又
は

ご
み

処
理

施
設

を
設

置
す

る
工

事
ご

み
処

理
施

設
工

事
、

し
尿

処
理

施
設

工
事

● ●

公
害

防
止

施
設

を
単

体
で

設
置

す
る

工
事

に
つ

い
て

は
、

『
清

掃
施

設
工

事
』
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
公

害
防

止
施

設
ご

と
に

、
例

え
ば

排
水

処
理

設
備

で
あ

れ
ば

『
管

工
事

』
、

集
塵

設
備

で
あ

れ
ば

『
機

械
器

具
設

置
工

事
』

等
に

区
分

す
べ

き
も

の
で

あ
る

。
し

尿
処

理
に

関
す

る
施

設
の

建
設

工
事

に
お

け
る

『
管

工
事

』
、

『
水

道
施

設
工

事
』
及

び
『
清

掃
施

設
工

事
』
間

の
区

分
の

考
え

方
は

、
規

模
の

大
小

を
問

わ
ず

浄
化

槽
（
合

併
処

理
槽

を
含

む
。

）
に

よ
り

し
尿

を
処

理
す

る
施

設
の

建
設

工
事

が
『
管

工
事

』
に

該
当

し
、

公
共

団
体

が
設

置
す

る
も

の
で

下
水

道
に

よ
り

収
集

さ
れ

た
汚

水
を

処
理

す
る

施
設

の
建

設
工

事
が

『
水

道
施

設
工

事
』
に

該
当

し
、

公
共

団
体

が
設

置
す

る
も

の
で

汲
取

方
式

に
よ

り
収

集
さ

れ
た

し
尿

を
処

理
す

る
施

設
の

建
設

工
事

が
『
清

掃
施

設
工

事
』
に

該
当

す
る

。

解
体

工
事

工
作

物
の

解
体

を
行

う
工

事
工

作
物

解
体

工
事

●
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

工
事

に
お

い
て

建
設

さ
れ

る
目

的
物

に
つ

い
て

、
そ

れ
の

み
を

解
体

す
る

工
事

は
各

専
門

工
事

に
該

当
す

る
。

総
合

的
な

企
画

、
指

導
、

調
整

の
も

と
に

土
木

工
作

物
や

建
築

物
を

解
体

す
る

工
事

は
、

そ
れ

ぞ
れ

『
土

木
一

式
工

事
』
や

『
建

築
一

式
工

事
』
に

該
当

す
る

。

73


